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はじめにはじめにはじめにはじめに  

 

西暦二十世紀も終わりに近づき、世界に十億を超える信 者を有し、仏教、
キリスト教と並んで世界の三大宗教の一 つとして今なお目覚ましい発展を
続けるイスラームは、日 本人の間に知られるようになって一世紀が経ち、
また本格 的な学術研究の対象となってからも半世紀が経つというの に、大
半の日本人のイスラームに対する理解は、いまだに 偏見による曲解と、無
知による誤解の壁に阻まれている。  

本書は、イスラーム理解の鍵であると同時に、これら曲 解と誤解の結晶で
もある預言者伝と、預言者の言行録に焦 点をあて、イスラームに対する知
識のない読者にとっては、 預言者の生涯と教えの概要を知っていただくた
めに、また、 イスラームに対してある程度の知識を有する読者にとって は、
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長い年月をかけて塗り固められてきたこの曲解と誤解 の壁を乗り越えてい
ただくために著されたものである。  

限られた時間と能力のため、当初の試みを全うすること はできなかったが、
一人でも多くの読者が本書を踏み台に して、イスラームに対する正しい認
識を深めていただくこ とができるのであれば幸いである。  

一九九三年二月十一日 
マディーナ・イスラーム大学にて 
大木博文 

 
200ののののハディースハディースハディースハディース訳出上訳出上訳出上訳出上のののの注意点注意点注意点注意点  

 
（一）ここでは、アブド・アッ＝ラヒーム・アル＝ファヒーム編著「200
のハディース」に収録されたハディース を日本語に訳出した。  

（二）日本語訳に際しては、アブダビ印刷出版社による第二版（一九八八

年八月）を参照した。  

（三）「200のハディース」は、アラビア語と英語で書かれているが、英
語による部分は欧米のノン・ムスリム読 者を対象として書かれているため、
アラビア語による部分 とは内容がかなり異なる。  

（四）原書は、アラビア語による部分にはクルアーンの聖句、ノン・ムス

リム読者への献辞、著者まえがき、序文、 預言者伝要約、聖都マッカの歴
史的概観とカアバ神殿の建 立、200のハディース、参考文献が含まれ、英
語による 部分にはノン・ムスリム読者への献辞、預言者達、クルア ーンの
聖句の意味の英語訳、著者まえがき、注意事項、預 言者伝要約、聖都マッ
カの歴史的概観、序文、200のハ ディースの訳と訳注、参考文献が含まれ
ている。ここでは 200のハディースのみを日本語に訳出した。  

（五）原書においては、英語訳に際して大半のハディースに訳注をつけ、

そのハディースの要点を中心に詳細な解説 を付しているが、日本語訳に際
しては、本文を読んで充分 理解できる内容の訳注は訳出せず、日本人読者
にとって必 要と思われる訳注を新たに付した。  

（六）原書において、例えば「引用はムスリムの伝える表現による」との

表記がしてあっても、実際にムスリムの 「サヒーフ集」に収録されている
本文とは表現が異なって いる場合が多い。日本語訳に際しては、全てのハ
ディース について、現著者が出典として記しているハディース集に 収録さ
れているハディースの本文と「200のハディース」 に収録されている本文
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を照合し、さらに他のハディース集 にも同じハディースが収録されている
場合には、それら全 てのハディース集を参照した上で訳文を決定した。従
って 必ずしも「200のハディース」に収録されているハディ ースの本文を
忠実に直訳した訳ではない。  

 
 
 

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名において 

 

 
第一章第一章第一章第一章: ムハンマドの誕生から、アッラーの啓示を受けるまで  

 
一、ムハンマド生誕 
ムハンマドは、カアバ神殿の破壊をもくろんだエチォピ ア皇帝アブラハがマ
ッカに軍勢を進めた西暦五七一年に生 まれた。ムハンマドが世に生を受けた
ときには、彼の父ア ブドッラーは既に世にはなく、彼の母アーミナは生まれ
た ばかりのわが子を連れて彼の祖父アブド・アル＝ムッタリ ブの詐に赴いた。
祖父は生まれたばかりの孫を抱いてカア バ神殿に入り、孫のために祈りを捧
げて彼をムハンマドと 名付けた。  

二、砂漠での乳母との生活 
当時のクライシュ族の名門の人々の慣例として、生まれ たばかりの子供は、
実の母ではなく、砂漠に住む乳母に二 年間預けられ、育てられていた。これ
は、砂漠の澄んだ空 気の下で育ち、健康な乳母の乳を飲み、幼少期に砂漠の
民 が用いる正則アラビア語を体得するためである。ムハンマ ドは、サアド族
のハリーマという女性に預けられたが、彼 女は二年の養育期間が終わった後、
アーミナの詐可を得て、 更に二年、ムハンマドを養育した。  

三、母アーミナの死 
ムハンマドが六歳になったとき、母アーミナは、彼の乳 母ウンム・アイマン

と共に彼を連れて、ヤスリブ（現在の マディーナ）に住む彼の親類を訪問し
たが、マッカヘの帰 途、アブワーという地で病に倒れ、帰らぬ人となってし
ま った。ウンム・アイマンはムィヽンマドを連れてマッカに戻 り、ムハンマ
ドの祖父アブド・アル＝ムッタリブが彼の養 育を引き受けた。  

四、最初の交易 
ムハンマドが八歳になった時、祖父アブド・アル＝ムッ タリブも亡くなり、
叔父のアブー・ターリブが彼の養育を 引き受けた。アブー・ターリブは交易

に従事しており、ム ハンマドも彼の仕事を手伝うようになった。 十二歳にな
った時、ムハンマドはアブー・ターリブに従 ってシリアヘ初めての交易に出
た。その帰途、ブスラーと いう地で、バヒーラーという名のユダヤ教の修道
者がムハ ンマドの肩に、りんごに似た形をした預言者の徴を見て、 アッラー
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が全世界に対する恵みとしてこの子を遣わされた のだと語った話が伝えられ
ている。  

五、ハディージャとの結婚 
ムハンマドの誠実さを伝え聞いたハディージャは、彼に シリアヘ行って交易
をするよう求めた。この要求に応じて ムハンマドは彼女の財を預かリシリア
に赴いて巨額の利益 を上げた。ムハンマドに同行したハディージャの僕は、
マ ッカに戻ると、ハディージャに彼の優れた性格について見 たことを伝えた。
ハディージャはムハンマドに結婚の意志 を伝え、ムハンマドの叔父ハムザが
伸人になり、アブー・ ターリブが結婚式を取り仕切った。時にムハンマドニ
五歳、 ハディージャ四十歳であった。  

 

 
第二章第二章第二章第二章: 啓示を受けてからマディーナヘ移住するまでの預言者  

 
一、最初の啓示 
四十歳に達したムハンマドは屡?々 マッカ郊外のヒラーの 洞窟に籠るようにな
った。アッラーが天使ガブリエルをム ハンマドの許に送ったのは、彼がヒラ
ーの洞窟にいた時の ことである。後にムハンマドの妻となるアーイシャは、
彼 が彼女に語った最初の啓示についての話を伝えている。  

アッラーの御使いに最初に下った啓示は、眠りの中での 正夢でした。彼は、
いつも曙光の如くに啓示をまのあたり にしていたのです。それからは、彼は
一人でいることを好 み、ヒラーの洞窟に籠っては罪を避けてアッラーを崇拝
し、 幾夜もそのように過しては家族の詐に戻り、食糧を備えて、 また徳りを
続け、時にハディージャの許に戻っては、また 籠りを続けるようになりまし
た。そしてついに、彼がヒラ ーの洞窟にいた時に、真理が彼の許に達し、天
使が彼の許 に下ってきて、「読め。」と言ったのです。彼は、「私は 読めな
いのです。」と言い、さらにこう言いました。「彼 は私を圏?まえ、息ができ
なくなる程に私を覆ってから私を 放して、また『読め。』と言ったのです。
私が『読めない のです。』というと、彼はまた私を圏?まえ、息ができなく 
なる程に私を覆ってから私を放して、また『読め。』と言 ったのです。私が
『読めないのです。』というと、彼は三 度私を圏?まえて覆い、それから私を
放して言ったのです一 「読め、創造されし汝の主の御名に依りて。彼は、人
を凝 血より作り給うた。読め、汝の主はいと尊大なる御方。』」 一アッラー
の御使いは心臓を震わせて、その御言を携えて 山を下り、ハディージャ・ビ

ント・フワイリドの許に飛び 込んで、「私を包んでくれ。包んでくれ。」と
言われたの で、彼から怯えが去るまで、彼を包んであげました。それ から彼
がハディージャに出来事を伝え、「怖かった。」と 言うと、ハディージャは
言ったのです―「いいえ、アッラ ーに誓って、彼は決してあなたを辱めたり
はなされません。 あなたは善行をしているではありませんか。家族に良くし 
ているではありませんか。貧者に施しをしているではあり ませんか。客をも
てなしているではありませんか。不幸に 見舞われた人を助けているではあり
ませんか。」  
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二、ハムザの人信 
ある日、ムハンマドがサファーにいた時、アブー・ジャ ハルが彼の許に来て
罵倒したが、彼は何も言わなかった。 ムハンマドの叔父ハムザは勇猛で知ら
れ、当時は狩りに出 かけていたが、戻ってきてこの出来事を知ると、怒って
カ アバ神殿に駆けて行き、アブー・ジャハルをみつけると、 持っていた弓で
彼を殴りつけて言った。「私が彼の教えに 従っていることを承知で彼を罵倒
したのか。」アブー・ジ ャハルは言葉を失ってしまった。ハムザの人信によ
って、 クライシュ族は、ムハンマドが強大な力を得た事を知った のである。  

三、ウマルの入信 
ウマルは当時二七歳の若者であった。彼は祖先の信仰に 背くムハンマドを殺
害しようと、剣を持ってムハンマドの 許に向ったが、その途中で、自分の妹
とその夫がイスラー ムに入信した事を聞き、二人の詐に駆けつけ、妹をいき
な り殴りつけた。それからウマルと二人の間でしばらく問答 が続いたが、次
第にウマルは自分がしたことを後悔し、二 人が手にしていたものについて尋
ねると、二人は、「これ は聖なるクルアーンです。身を清めた者以外これに
触れる ことはできません。」と答えた。ウマルは体を清め、聖句 の記された
紙を手に取って読んだ時、既にイスラームが彼 の心を捕えていたのである一
『ター・ハー。われが汝にク ルアーンを下したのは、汝を悩ます為ではない。
主を畏れ るものへの訓戒に他ならない。それは大地と高い諸天を創 造されし
方より下された。慈悲深き御方は玉座に鎮座なさ れる。天と地と、その両者
の間にあるもの、そして湿った 土の下にあるものは全て彼のもの。汝が声を
出して語ろう と否と、彼は秘め事も隠し事も知っておられる。アッラー、 彼
以外に神はいない。彼は麗しき諸名辞を持っておられる。 』ウマルはムハン
マドの許に駆けていった。ウマルを認め たハムザが言った。「この者はウマ
ルです。アッラーが彼 に良き事を望まれれば、彼はイスラームに入信するで
しょ う。そうでなければ、彼は我々を簡単に殺すことでしょう。 」ムハンマ
ドはウマルに歩み寄り、ウマルはイスラームに 入信した。その場に居合せた
者達は高らかにアッラーを讃 え、その声はカアバを揺るがす程であった。人
信の後、ウ マルは言った一「我々は真理の上に立っているのではない のか。
何故に信仰をひた隠しにするのか。」信者達はウマ ルとハムザの先導でカア
バ神殿に向かった。彼らを目にし たとき、クライシュ族の者達は深く悲しん
だ。ハムザとウ マルの入信は共に、ムハンマドの召命から六年目のことで あ
った。ムハンマドは常々祈っていたのである―「アッラ ーよ、ウマルとアブ
ー・ジャハルのいずれか、あなたの好 まれる方で、イスラームを強めてくだ
さい。」  

四、悲しみの年 
ムハンマドがアッラーの啓示を受け、御使いとして、ま た預言者として立つ
ようになってから十年目、彼の有力な 援助者であった叔父のアブー・ターリ

ブと妻のハディージ ャが相次いで世を去った。この結果、イスラームの信者
達 に対するクライシュ族の迫害は激しさを増し、多くの信者 が命の危険に晒
されるに及んで、ムハンマドは、マッカの 民に対するこれ以上の布教は無意
味であると悟り、マッカ に隣接する諸部族への布教の道を求めてターイフに
赴いた が、マッカでの迫害以上の迫害を受けてマッカに戻った。 同時に彼は
定期的にマッカを訪れる巡礼団にイスラームを 説いていった。  
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五、第一次アカバ誓約 
召命から十二年目、ムハンマドはアカバにおいて、ヤス リブから巡礼に訪れ
た十二人の男性と会い、彼らはイスラ ームに入信した後、何ものをもアッラ
ーと同等に配さない こと、アッラーの命令に従うこと、アッラーが禁ずるこ
と をしないこと、の三点を誓った。ムハンマドは、彼らにイ スラームを教え、
クルアーンを教え、彼らを礼拝に導くた めにムスアブ・イブン・ウマイルを

彼らに同行させてヤス リブに送った。  

六、第二次アカバ誓約 
翌年、ムスアブ・イブン・ウマイルはイスラームに入信 したアウス族とハズ
ラジュ族の七三人の男性と二人の女性 を引き連れてマッカにやって来た。ム
ハンマドはアカバで 彼らと会い、ヤスリブをムハンマドの故郷とすること、
ヤ スリブの民とマッカからやってくる民の間を平等に取り持 つ事の二点で誓
約を交わした。この誓約の後、ムハンマド は、「私はあなた方の仲間である。
あなた方は私の仲間で ある。私は、あなた方が戦う相手に対して戦おう。あ
なた 方が和平を結ぶ相手に対して和平を結ぼう。」と宣言して からマッカに
戻り信者達にヤスリブヘの移住を命じた。信 者達は個人個人で、あるいはあ
る程度の集団となって、秘 密裡にヤスリブヘと移住を始めた。ムハンマドは、
アブー ・バクルの他ごく僅かな信者と共にマッカに留まり、アッ ラーの移住
命令を待ったのである。  

七、集会所の策略 
イスラームの信者達がヤスリブヘの移住を始めているこ とを知ったマッカの
多信教徒達は、ムハンマドがマッカか ら出るのを恐れ、集会所に集まってム
ハンマド殺害につい て協議した。そして、全ての部族から一人ずつの猛者を
選 んでムノトンマドの館の前で待ち伏せし、彼が表に出てきた ら一人が一回
ずつ彼を刺す。そうすれば、ムハンマドが属 するハーシム支族は全ての部族
を相手に復讐戦を仕掛ける 事は不可能であるから、我々は血の代償としてあ
る程度の 額を平等に分担すれば済む、というように意見が纏まった が、天使
ガブリエルがムハンマドに彼らの策略を伝えたた め、その夜ムハンマドはア
リーに、自分の寝所で寝るよう に命じ、次いでアブー・バクルの館に赴いて、

アッラーが 移住を命じていることを伝え、自分の館に戻って、夜が明 けて彼
が表に出て来るのを待ち構えていた多神教徒の若者 達の頭上に、クルアーン
を唱えながら、手にとった砂を振 り掛けた―『ヤー・スィーン。英知に満ち

たクルアーンに よって誓う。実に汝は使徒の一人。正しい道に人々を導く 使
徒の一人である。強力にして慈悲深き御方の啓示は、祖 先が受けたにも拘ら
ず心に留めなかった事柄を彼らの子孫 である民に警告する為のものである。
本当に御言が彼らの 多くの者に下っているのに、彼らは信じない。我は彼ら
の 首に枷をはめ、その枷は顎にまで及ぶ。そうして彼らの顔 は天を仰ぐよう
になる。また我は彼らの前に障壁を、後に も障壁を設け、彼らに覆いを被せ
た。だから彼らは見るこ ともできない。』―彼らは、気が付いた時には、頭
の上に 砂が掛けられているだけだった。ムハンマドはアブー・バ クルの館に
行って、彼と共にサウルの洞窟に三日間身を隠 した後にマッカを脱出した。
多神教徒の若者達が気が付い てムハンマドの寝所に入って行った時、彼らは
そこにアリ ーの姿を見るだけだった。朝になってムハンマドの脱出を 知った
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クライシュ族の者達は、生死に拘らずムハンマドと アブー・バクルの首に懸

賞をかけて二人を探したが、つい に二人を見出すことはできなかった。  

八、ヤスリブ到着 
ムハンマドとアブー・バクルはサウルの洞窟を出てから北 へ北へと歩みを続
け、召命から十三年目の三月十二日月曜 日、ヤスリブの南端クッバーの地に
到着した。歓喜をもっ て迎えられたムハンマドはその地に四日間滞在し、イ
スラ ーム最初のモスクであるクッバー・モスクの礎を据えた。 金曜日になる
と、ムハンマドは信者達と共にヤスリブの中 心地に進み、現在預言者のモス
クが立つ地で金曜日の合同 礼拝を挙行した。ムハンマドは預言者のモスクが
建つまで の七ケ月間、アブー・アイユーブ・アル＝アンサーリーの 許で過ご
した。  

 
第三章第三章第三章第三章: 異教徒との戦い  

 
一、バドルの大戦（ヒジュラ暦二年、西暦六二四年） 
アッラーの道のために奮闘し、信仰を守るための戦いが 信者の上に義務とし
て課されるようになると、ムハンマド は、自分たちを迫害するクライシュ族
の不信仰者たちに制 裁を加えようと考え、彼らのシリアとの交易路を切断し
て 彼らの財源に打撃を加え、自分達に敵対する彼らの軍事力 を弱体化させる
行動に出た。アブー・スフヤーンが大商隊 を率いてシリアを出たとの報を得
たムハンマドは、三一三 人の信者と馬二頭、駱駝七十頭を率いてマディーナ
を発っ た。ムハンマド出陣の報を得たユダヤ教徒達がいち速くア ブー・スフ

ヤーンに通報すると、彼はクライシュ族に援軍 を求める使者を送り、自らは
迂回しながらバドルの地に達 した。知らせを受けたクライシュ族は、九五十
人の兵士と 馬百頭、駱駝七百頭からなる軍をバドルに送った。クライ シュ出
撃の知らせを受けたムハンマドは戦備を整え、敵を 倒して勝利を得るか、敵
に倒されて殉教者として楽園に入 るかの二者択一を信者達に促した。戦闘は
まず、両陣営よ り三名ずつの勇士が剣を交えた。ハムザはシャイバ・ィブ 
ン・ラビーアを倒し、アリーもアル＝ワリード・イブン・ ウトバを倒したが、
ウバイダ・イブン・アル＝ハーリスは ウトバ・イブン・ラビーアと相打ちに

なって脚に傷を負っ た。ハムザとアリーが駆けつけてウトバ・イブン・ラビ

ー アを倒したが、ムハンマドの許に運ばれたウバイダ・イブ ン・アル＝ハー

リスはムハンマドの膝の上で息を引き取っ た。両軍入り乱れての戦闘の結果、
クライシュ族の不信仰 者勢は七十名の戦死者と同数の捕虜を出して敗走し、
イス ラーム勢は十四名の殉教者を出したものの、勝利と莫大な 戦利品を得た。  

二、ウフドの戦い（ヒジュラ暦三年、西暦六二五年） 
バドルの大戦での復讐戦を望む不信仰者、多神教徒達は 三万に及ぶ大軍を編
成してウフド山近郊に陣を敷いた。こ の知らせを受けたムハンマドは信者達
と協議をし、戦闘準 備を整えた。彼の許に約千人が集まったが、ウフドに向
か う途中で、アブドッラー・イブン・ウバイユと彼に従う約 三百名が踵を返
してしまった。戦闘は当初、イスラーム勢 が優位であったが、イスラーム勢
の弓隊の足並の乱れをつ いて、ハーリド・イブン・アル＝ワリードが背後か
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らイス ラーム勢に襲いかかり状況は一転してしまった。この戦闘 での不信仰
者側の戦死者は十三名、信者側の殉教者は七十 名を数えた。  

三、部族連合の戦い（ヒジュラ暦五年、西暦六二七年） 
ウフドの戦いで勝利はしたものの、ムハンマドの首を取 ることのできなかっ
たマッカの不信仰者達は、ムハンマド の首と、イスラームの壊滅を目指して、
多神教徒やユダヤ 教徒を含む多数の部族を糾合、一万人の軍隊を整えてマデ 
ィーナに向かった。対する信者側は三千人を動員し、ペル シア人サルマーン
の策を採って、部族連合軍のマディーナ 侵入を阻止するために堕壕を掘った。
部族連合軍はイスラ ーム勢を目の前にして望壕に進路を阻まれ、三週間程両
軍 睨み合いを続けたが、強風と寒気に戦意を失い、退散して しまった。アッ
ラーは言われる―「アッラーは不信仰者達 を、何ら益するところなく撤退さ
せられた。アッラーは信 者達の戦いを守ってくださる。アッラーは強力偉大
な御方。」  

四、フダイビーヤ協定（ヒジュラ暦六年、西暦六二八年） 
部族連合の戦の翌年、ムハンマドは千四百人の信者を率 いて、ウムラをする
ため、マッカに向かった。信者達がフ ダイビーヤの地に達した時、クライシ
ュ族の者達は彼らが マッカに入るのを拒んだため、双方の間で交渉がもたれ
協 定が締結された。  

一、信者達とクライシュ族は十年間戦間をもたない。  

二、信者達は、クライシュ族の許可なくイスラームに入 信して自分達
の許に来たクライシュ族の者を、クライ シュ族の許に送り返すこと。  

三、クライシュ族の者は、自分達の許に来た信者を、信 者達の許に送
り返さない。  

四、諸部族は、自分達の好みに応じて、信者側とでも、 クライシュ族
側とでも同盟を結ぶことができる。  

五、信者達は翌年、以下の条件に沿ってウムラをするこ とこ。 

(一)純粋にウムラだけを目的に来ること。 
(二)クライシュ族の者が全員マッカから出た後に、マ ッカに入
ること。 
(三)信者達のマッカ滞在は三日三晩を越えないこと。 

五、マディーナに住むユダヤ教徒の追放 
ムハンマドはマディーナに移住して後、ユダヤ教徒と平 和条約を締結した。
ユダヤ教徒側は屡?々 、この条約に違反 してイスラームの人信者達に危害を加
えようとしたが、彼 は、彼らの条約違反にも暫くは沈黙を保っていた。が、
ヒ ジュラ暦二年（西暦六二四年）、カイヌカーウ族のユダヤ 教徒がアラブの
一女性を辱め、止めに入ったイスラームの 信者を殺害したことから、ムハン
マドはカイヌカーウ族を 十五日間に渡って包囲した。結局彼らはアッラーの
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懲罰を 恐れてマディーナから撤退することになった。ヒジュラ暦 四年（西暦
六二六年）、信者の一人が誤ってナディール族 に属する二人のユダヤ教徒を
殺害してしまった。ムハンマ ドがクライザ族の許に赴いて血の代償の支払い
を約束する と、彼らはその場では同意したものの、しばらくしてこの 約束を
反古にして、ムハンマド暗殺を企てた。このことを 知ったムハンマドはナデ
ィール族を包囲、マディーナから の撤退を言い渡した。翌年、ムハンマドと
の契約に反して 部族連合の戦でマッカ側についたクライザ族を包囲した。 ア
ウス族の者は、彼らを赦すようムハンマドに求めたが、 サアド・イブン・ム

アーズは、男は処刑し、財産を没収し、 女性と子供は捕虜にするよう求めた。
ムハンマドはサアド ・イブン・ムアーズの要求を受け入れ、クライザ族に対

し ては最も厳しい処罰を下した。  

六、諸王への布教 
フダイビーヤ協定によってマッカ勢との間での十年間の 休戦が締結されたこ
とにより、ムハンマドはイスラームの 布教に専心することができるようにな
り、隣接する各国の 諸王にイスラームヘの人信を勧める書簡を送った。この
布 教に対する諸王の反応は様々であった。ビザンツ皇帝カエ サル・ヘラクレ

ス帝、エチオピア皇帝アン＝ナージャーシ ーは丁重な返事を返しているが、
ペルシア皇帝キスラーは、 その文面が読み上げられるとそれを取り上げて引
き裂いて しまった。ビザンツのブスラー総督アル＝ハーリス・アル ＝ガッサ
ーニーは書簡を引き裂き、アル＝ハーリスに臣従 するシュラフビール・イブ

ン・アムルは、書簡を携えて来 た使者のハーリス・イブン・ウマイルをマウ

タの地で処刑 してしまった。他方、バーレーン王ムンズィルは布教に応 じて
入信し、エジプト太主ムカウキスは貢物を携えた返礼 の使節をムハンマドの
許に送っている。  

 

 
第四章第四章第四章第四章: マッカ征服からムハンマドの最期まで  

 

一、マッカ征服（ヒジュラ暦八年、西暦六二九年） 
フダイビーヤ協定から二年、早くも協定は破られた。ク ライシュ族は、協定に従っ
て自分達と同盟を結んだバクル 族に軍資金と武器を与え、協定に従ってムハンマド
側と同 盟を結んだフザーア族を襲わせて二十名の男を殺害させた。 殺戮を逃れたフ
ザーア族のアムル・イブン・サーリムがム ハンマドの許に来て支援を求め、クライ
シュ族が協定を破 棄したことを伝えると、一万人よりなる軍隊を秘密裡に整 えて、
マッカ近郊に進んだ。イスラーム軍を偵察するため 表に出て来たアブー・スフヤー

ンを、ムハンマドの叔父ア ル＝アッバースが見つけて捕縛し、ムハンマドの許に連
れ てきた。アブー・スフヤーンは助命を求めて受け入れられ、 ムハンマドの勧めに
応じてイスラームに入信した。イスラ ーム軍は四隊に分れて、四方からマッカに入
った。クライ シュ族には既に抵抗する力はなく、無血のうちにマッカ征 服は成され
た。ムハンマドはカアバ神殿に赴き、神殿の回 りを七度周回してから神殿内に入り、
最大の偶像神を手に 田?んで言った一「アッラーは至大なり。『言ってやるがよ い。
真理が下り、虚偽は消え去った。真に虚偽は消え去っ たのである。』唯一なるアッ
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ラー以外に神はない。彼に並 ぶものはない。彼の約束は成就された。彼は僕に勝利
を授 けられた。」部族連合は残らず滅び去ったのである。次い で神段内の偶像を壊
し神殿内から一掃した後に、ビラール に礼拝への呼びかけを命じた。ビラールはカ
アバ神殿に昇 ると声高らかに礼拝への呼びかけを行った。「アッラーは 至大なり。
私は、アッラー以外神がいないことを証言しま す。私は、ムハンマドがアッラーの
御使いであることを証 言します。礼拝に来たれ。成功に来たれ。礼拝の時は来た。 
アッラーは至大なり。アッラー以外に神はない。」真にア ッラーの御言は成就され
たのである。「アッラーの援助と 勝利が来て、人々が群成してアッラーの教えに入
るのを見 たら、汝の主の栄光を称えよ。彼に御許しを請い願うがよ い。真に彼は
度々改俊を受け入れられる御方である。」  

二、使節の来訪 
マッカを征服し、敵対勢力を次々と自身の勢力下に収め ていくイスラームの勢いを
目の当たりにした者達は、最早 イスラームに対抗する術も意味もないと悟るに至っ
た。マ ッカ征服の翌年にアラブ諸部族の使節が続々とムハンマド の許にやって来た。  

(一)タミーム族の使節 
ウターリド・イブン・ハージブを団長とする使節団 は自分達の血筋の良さを
誇ちていたが、イスラームの 信者達がイスラームの良さを誇ると、納得して
使節の 全員がイスラームに入信した。  

(二)アブド・アル＝カイス族の使節 
この使節の中にいたアル＝ジャールード・アル＝ア バディーはキリスト教徒
であったが、彼と、彼の仲間 の使節団員がイスラームに入信した。  

(三)タイイ族の使節 
ザイド・アル＝ハイルを団長とする使節の全員がイ スラームに入信した。  

(四)ハニーファ族の使節 
この使節の中に、後に預言者を僭称して大乱を引き 起こしたムサイリマがい
た。  

(五)キンダ族の使節 
キンダ族の使節は年が明けて、ヒジュラ暦十年、西 暦六三一年にやって来て、
全員がイスラームに入信し た。彼らの中に、アル＝アシュアス・イブン・カ

イス ・イブン・マアディーカリブがいた。  

三、別れの巡礼 
ヒジュラ暦十年、ムハンマドはマッカ巡礼を決意し、信 者達に呼びかけた。この時、
ムハンマドと共に巡礼を行っ た信者は十万人に達した。このときの巡礼の方法が現
在に 至るまで続けられている。アラファに於いて、ムハンマド にアッラーの啓示が
下った。『今日、我は汝らのために汝 らの宗教を完成させ、汝らに対する我の恩恵
を全うし、汝 らの教えとして、イスラームを選んだのである。』  
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四、ムハンマドの最期 
巡礼を終えてマディーナに戻ると、ムハンマドは激しい 疲労を覚え床に臥すように
なった。そして巡礼からニケ月 経つ頃には病状は深刻となり、最愛の妻アーイシャ
の許で 養生するようになった。このような病気の中でも、ムハン マドは礼拝の指導
はアブー・バクルに委ねたものの、自身 も礼拝に参列するよう努めた。最後にムハ
ンマドは病をお して、アブー・バクルの脇で座したまま礼拝を捧げると、 参列して
いた信者達に、アッラーの御言と自身の言行にし っかりと縋り、分裂することのな
いよう遺言し、アーイシ ャの部屋に戻った。ムハンマドがアーイシャの許で最後の 
息を引き取ったのは、ヒジュラ暦十一年三月十二日の昼で あった。ヒジュラ暦によ
れば、ムハンマドが生まれた日、 マディーナに移住の第一歩を踏み入れた日、そし
て息を引 き取った日はいずれも同月同日の事である。アムル・イブ ン・アル＝ハー

リスは伝えている。「預言者は、ディナー ル金貨一枚も、ディルハム銀貨一枚も、
一人の男奴隷も女 奴隷も残されなかった。ただ彼が常用しておられた白いラ バと武
器と土地を残されただけでした。そしてそれらも全 て寄贈されたのです。」  

 
 

第一章第一章第一章第一章: サダカと善行について  

 

1 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「人の体のあらゆる部

分 は毎日日が昇っている間サダカをしなければなりません。 二人の人間の間を公正
に執り成すこともサダカであり、家 畜を連れた者が家畜に乗ろうとする時に手を貸
したり、家 畜に荷を積むのを手伝ってやるのもサダカです。よい言葉 もサダカです。
礼拝に向かって歩む一歩一歩もサダカです。 また、路から障害物を取り除くことも
サダカです。」  ����������	
�	��������	
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2 アディー・イブン・ハーティムによると、アッラーの御使いは言われた。「業火か

ら身を守りなさ い。たとえなつめやしの実の半分ほどのものによってでも。 それす
ら持ち合わせていない者はよい言葉によってでも。」  ����������	
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 ��
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3 アブー・ザッル・ジャンダブ・イブン・ジュナーダによると、 預言者が私に言わ
れた。「良識に適った行いは、どんな ものでも軽んじてはなりません。たとえ朗ら
かな顔で兄弟 に接するというようなことでも。」  �	
�	�����  

 
4 アブー・ムーサー・アル＝アシュアリーによると、預言者は言われた。「すべての

ムスリムに対しサダカは 義務です。」これに対してある者が「何も持たない者はど 
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うしたらよいのでしょうか。」と尋ねると、彼は「自分の 両手でもって働き、収入
を得て、その中からサダカをする のです。」と言われた。 「それすらできない者は
どうすれ ばよいのでしょうか。」と尋ねられて、「貧しい者を助け てやるので
す。」と答えられた。さらに「それすらしない 者はどうすればよいのでしょう
か。」と尋ねられて、「良 識に適った行いや善行を勧めるのです。」と答えられた。 
さらに「それすらしない者はどうなるのでしょうか。」と 尋ねられて、「悪しき行
いを避けなさい。それもサダカで す。」と答えられた。  ����������	
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5 ジャービルによると、アッラーの御使いは言われた。「良識に適った行いはみ な
サダカです。」  ����������	
�	�����  

 
6 ジャービルによると、アッラーの御使いは言われた。「木を植えるムスリムに と
って、その木から取られた食べ物はすべて彼のサダカで す。その木から盗み取られ
たものもサダカであり、動物が 木から食べたものもサダカであり、鳥がついばんだ
ものも またサダカです。だれかがその木から食を得れば、それは すべてその木の所
有者のサダカとなります。」  �	
�	�����  
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7 アブー・フライラによると、ある男が預言者の許に来て尋ねた。「アッラーの御使

い 様、どんなサダカが最大の報酬をもたらすのでしょうか。」 すると答えて言われ
た。「健康で、貧困を恐れ裕福になる ことを望んで節約しているときに行うサダカ
です。サダカ を引き延ばしにして死ぬときになって、この者にはこれを、 あの者に
はあれを、を言ってはなりません。また、あの者 にあれをやっておくのだったと言
ってもいけません。」  ����������	
�	������������������������  
 ��

―�����6��2���B)�;��j>�� ����^%=�2 
W�	¡"d+B¢£;#�  
 

8 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「貧しい者とは一、二

個 のなつめやし、あるいは一、二口の食べ物を求めて与えら れるという者のことで
はありません。貧しい者とは慎み深 くしている者のことです。」  ����������	
�	�����  
 ��

―¤�¥�¦�§_,>0̈ ���"�2 
�©/%���fª��\«h¬Q2®2¯®�� �K2^¯^�B^_S/\g�,>��E�"� 

#h�°±�©/%���3ª�²�e³´µ��f�
 
C�E�\¶,>·2���\̧ t¹�B,º»¼�#

 
l=eK½%\/B%��E�"D�$�Bl=%�  
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9 アブー・スィルワア・ウクバ・イブン・アル＝ハーリスによると、 私はマディー
ナで、預言者の後ろでアスルの礼拝をして いた。預言者は礼拝を終えると急いで立
ち上がり、人々の 肩を跨いで夫人の部屋のひとつに向かった。人々は彼の急 ぎよう
に驚いたが、預言者は彼らのところに来て、彼らが 自分の急ぎように驚いているこ
とを見てとると、こう言わ れた。「私のところに少しばかりの金銀があることを思
い 出したのです。それが気になって嫌だったので、分け与え てしまうように言いつ
けてきたのです。」  ��������������  
 ��

1�¨���"�2 
�¾�����0_�¿À\�hÁ/=#l=2C> 

\¾�Â%0��"Ã\ÄDE�;ÅÆÇÈÉÊËÌÍ ÎÏÇÐÑÒÌ  ÓÔ
2ÕÖ×ØÙÚÉÛÜÊÝÞÛÜßàÙ áËÒâãä åæçèéê ëìÉâßÖíÙÚÎÑîïÞðÉâÝÖ 

íÙÚÉñòèóôÊÞÖíÙÚÉõöè÷øùÐÛÜ 
ßúîÌ ûüýâÉñòÊÛÜßþÐÑÈÍÎÝÞüý 

âãÖíÙÚÎÏÇÐÛÜßàÙ áþÐÑÈìÎßÿËÌ  ÓÔ
3ÕÖ×ØÙÚÊÝä�è��ÛÜßËÒìÎã�� ��ÐÑÒÌ�É��èúî	
��ÉÛÜÞ��� �èúî�	ÉÛÜÞ���Êèúî�×ÉÛÜÞ ��ñèúîí�à�ÉÛÜÞ���èúîÖ��ÙÉ 

ÛÜÊ�ÒÌÖ×ØÙÚ��ÊÝ��ãä�É� ÎÏ 
ÒÈ�Þ�×ÉÛÜãä�ÉîêÉ!ñÉÛÜÎÏÒÌ  ÓÔ

4ÕÛÜß"#ÈÉêÝÞþ$�%É&Þ'(ÎþÐ )*Þ�+É,ß-.åÊ/0è12Ì345ßËÒÉ
 
ßæ67èþÐÝÑ8ÏÑìÎ9�ÞüýâÝìÉ)* 

ßù:è;ÑÊ<åÉ=>?@9ÇÐúÇÈÉÊÞÛÜ èABþÐÑÈå.ÝCÑÈÉÊ�ÒÌ  ÓÔ
5ÕÛÜÉDÞÖíÙÚÉñòèóEâÈêÝ&Fß 

�8:èÞ�B9�G�ÐHäIJèóEÌHèKã7 L�Ï%Ï�$Þñò?ÎMNBÞMOBÎöÇÐÑ%Ì ûå.ÉPßQRÍÎÝÞÛÜß"#Ð9�ÞSÉTÊ )*þÐÑÒå.É&ßUÑÊÛÜV9��ÐúÇÈì ÎßWþÐÑÒÌ  

 
10 アブー・ザッル・ジュンダブ・イブン・ジュナーダによると、 私が「アッラーの
御使い様、どんな行為が最も好ましい のでしょうか。」と尋ねると、「アッラーを
信じ、アッラ ーの道のために努力することです。」と言われた。「どん な奴隷を解
放するのがもっともいいでしょうか。」と尋ね ると、「主人に最も好かれ、最も値
の高い奴隷です。」と 言われた。また私が「もしそうしなければ。」と尋ねると、 
「物を作る人の手助けをするか、自分の必要とするものを 自分で作ることのできな
い人のために、その人が必要とす るものを作ってやりなさい。」と言われた。また
私が「ア ッラーの御使い様、それもできなければどうするのですか。 」と尋ねると、
「人に害を与えるようなことを避けなさい。 それがあなた自身のためになるサダカ
です。」と言われた。  ë�X�YÙàÙÎÚ×àÚèZÒ[\Ì]^ÝÚ×àÚÉ[#Ò_`èZÒï  
 ÓÔÕüýâÚYaíáÉ,b ëcde�fïèÝghi 

ãK%úø�Ðj7ÞüýâÚYaíáÝûkþlåã 
/mÉVnËÒghßopË�$Þ�qØÙÝSÉâß rsÉtu9�opþÐ%ÆLÒÌÍÎvÑÈÌghÉ 

opèwËÒx%Éýyãz�ÙaÎY{|Ù×è} ��ÒÌSþÐÞìÉ~�è��ß�#Ðx%ÉâãÖ 
×ØÙÚè��þÈÉÊ�ÒÌÈÆ�+ÏìÎèÞÏ9 èÝìÉ~#è�÷ÉÑÑ,èÆ8�îâkÑÐÞSî 

ÑîâÈêÝ�ÑÐ��ÏÞkÝ��É�èkÈÈÏ% 
ÏÇÐþ�ÇÈZîÏghÆ8ßopþÐÑÈÌìÉY 

{|Ù×ÝÞlåÉýÑ�8ß��è�7Þlåè!k �9�Þ�%Ð�LÉ�ÒÞ!k�É�ÑghßopË 
ÒìÎß��ÐÑÒÌ  
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11 アブー・マスウード・アル＝バドリーによると、預言者は言われた。「人が、自

分の家族のために金を使 って、その行為に対する報酬をアッラーに求めるのであれ 
ば、それもサダカです。」  ë�X�YÙàÙÎÚ×àÚèZÒ[\Ì]^Ý�X�YÙàÙÉ[#Ò_`èZÒï  

 
12 サルマーン・イブン・アーミルによると、預言者は言われた。「貧しい者への施

しはサダカです。 身内への施しには、サダカと親戚付き合いの二つの徳があ りま
す。」  ë�qX�Ö��|ÙèZÒ[\ï  

 
13 アブー・フライラによると、預言者は言われた。「アッラーの作り給う日陰以外

に日 陰のない日に、アッラーが御自身の日陰に誘い給う七人の 者がいます。公正な
指導者、偉力並びなきアッラーヘの崇 拝のうちに成長した若者、心が常にマスジド
に向いている 者、アッラーにあって互いに慈しみ合い、アッラーにあっ て出会い、
そして別れる二人、高貴で美貌な女性が誘いを かけてきても『私はアッラーを畏れ
ます。』という者、右 手がしていることを左手が知らぬ程にひそかにサダカをす る
者、一人になってアッラーを念じ涙する者です。」  ë�X�YÙàÙÎÚ×àÚèZÒ[\ï  
 ÓÔ

1Õ û�qØÙÉö7�î����è��ÉÏÑ�Í ÎÝÞ!ñÉ��É�ßÿËÌ #¡Ñ¢£è¤£�Ð 
��ß¥2ÉÊÝÏ%Þ¦è§£�Ð¨©Ï��Ê�� 

ß¥2ìÎÉÊLÒeªÉå«è2ÑÐ¬��ÐÑÒÌ  ÓÔ
2Õ û�qØÙè�ÇÐ.ÍÎÝÞ�qØÙè®Ë 

Ò̄ °ãì��Éú±É�²³´Ê�ÒìÎßµ¶þÐ 
ÑÒÌ  ÓÔ

3Õí��áÎÝÖ×ØÙÚÉÛÜVÉìÎÌ·à× 
~̧É~¹èº»ËÒÌ  

 
14 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「未亡人と貧者のた

めに 奔走する者は、アッラーの道に戦う戦士と同じです。」私 は彼が、「疲れを知
らずに立って礼拝する者、日中飲食を せずに断食する者と同じです。」と言われた
ように思う。  ë�X�YÙàÙÎÚ×àÚèZÒ[\ï  

 
15 イブン・アッバースによると、アッラーの御使いは言われた。「孤児を飲食に誘

った者 には、彼が許され得ない罪を犯していない限り、アッラー は必ずや楽園をも
って報いて下さいます。三人の娘あるい は三人の姉妹を養い、アッラーが彼女たち
を自立させ給う まで教育し、彼女たちに愛情を傾注した者に対し、アッラ ーは楽園
をもって報いて下さいます。」ある者が「アッラ ーの御使い様、二人の娘では。」
と尋ねると、「二人の娘 でも。」と答えられた。  ë�X¼½¾|Ù¿ û×aÀÔoÍèZÒï  

 
16 アブー・ザッルによると、アッラーの御使いの教友のうちのある者たちが預言者

に 言った。「アッラーの御使い様、裕福な者が報酬をみなも っていってしまいまし
た。彼らも私たちと同じように礼拝 し、断食し、私財からサダカを出していま
す。」彼は答え て言われた。「アッラーがあなたがたにもサダカするもの を与えら
ませんでしたか。タスビーフの一回一回にサダカ があり、タクビールの一回一回に
サダカがあり、タフミー ドの一回一回に、タフリールの一回一回にサダカがありま 
す。良識に適った行いを勧め、間違った行為を止めること にもサダカがあります。
また、あなたがた一人一人の夫婦 の交わりもサダカがあります。」彼らが「アッラ
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ーの御使 い様、ある者が自分の欲望を満たすためだけにしたことに でも、その者に
対する報酬があるのでしょうか。」と尋ね ると、「その欲望が禁じられたことに向
いていれば、彼は 罪を犯したことになります。許されたことに向いていれば、 彼に
は報酬があります。」と言われた。  ëÚ×àÚèZÒ[\ï  
 ÓÔ

―ÁÂÃÄÅÆÇÈÂÉÊÄËÌÍÄ ÎÏÌÍÄÐÑ ÒÓÔÕÆÖ×ØÆÙÁÚÃÄÛÆÇÈÏÌÍÄÅÜÏ ÚÝÛ ÎÏÌÍÄÇÞßàáÕÆÖ×ØÆÙÁÅâÄ ã ÆÇÈÏÛäÊåãÜæÌÍÄ ÎÏÌÍÄÐçèÓÔÕ ÆÖ×ØÆÙÁÅæÄÛÆÇÈÍÄ ÜéÍÄÊÜéÌÍ ÌÍÄ ÎÏÌÍÄêëÐìÇàíÕÆÖ×ØÆÙ  
 

17 アブー・マーリク・アル＝ハーリス・イブン・アースィム・アル＝アシュアリー

によると、 アッラーの御使いは言われた。「清潔は信仰の半分です。 アッラーヘの
讃美は秤を満たし、スブハーナッラーとアル ハムドリッラーは天と地の間にあるも
のを満たします。礼 拝は光です。サダカは明証です。忍耐は輝きです。そして クル
アーンはあなたにとって有利にも不利にもなる論拠で す。全ての人は、朝一日の行
いを始めて、自分の魂を売り 安らぎか破滅かを得るのです。」  ÎåÂæåÐîïðñÕ  
 òó

1ô õÏÌÍÄö÷çøÇùúûüýþÐÿí�Ù� �÷��÷�ÐÈ��Ç�	
��Ð��ü��Æ� 
�÷��úùÐ���ÔïÙ�����îá��í�Ç ��Ð�áÈ�×�àí�Ç� Ð�ïÙØØ�Ç�� 

úùúûüý!"�#�Ô�íïÙ  òó
2ô õ$%ÇÒ�ýþÆÇÈ$%úýï�÷&�È' (Æ)*Ðî+�,-ØÆú./��íïÙ  òó
3ô õ012Ç34�ýþÆÇÈ012úýïØÆÐ î+�5íåÂæå�ÓïØÆ�647ÔïØÆú./ 

��íïÙ  òó
4ô õÚÛÏÄ8Ç9:Ð�;:Ð�àï<=�ýþ ÆÇÈÚÛÏÄ8÷>èÐ?×�ÐÇ9:Ð@AÈ>è ÐB-�ÐÇ;:Ð@ -ØÆú./��íïÙ  òó
5ô��÷CDÇ õEúýÔFG�HúIï�ÈJü 

EúýÔFKLúIï�ÇMN��OJ+�í�ÈG� 
HúPQ�KLúPQ�Ç	
	R÷�SÐîïþÆí 

×ØÆú./��íïÙ 
 

第二章第二章第二章第二章: 称賛に値する人格、性質について  

 

18 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「アッラーはあなた

がた の体を見ておられるのでも、容姿を見ておられるのでもあ りません。あなたが
たの心と行いを見ておられるのです。」  ÎåÂæåÐîïðñÕ  

 
19 イヤード・イブン・ヒマールによると、アッラーの御使いは言われた。「アッラ

ーは私に『あな たがたが人を見下したり、人に不義を為さないよう謙虚で いなさ
い。』との啓示を下されました。」  ÎåÂæåÐîïðñÕ  

 
20 アブドッラー・イブン・アムル・イブン・アル＝アースによると、 アッラーの御
使いは品のない言葉で語られることもなく、 品のない言葉を聞かれることもなかっ
た。そして「あなた がたのうちで最も優れた者は、最も性格のよい者です。」 と言
っておられた。  ÎÏÛäÉÊÄæÄÆåÂæåÐîïðñÙTUÇåÂæå÷ðèïVWÐîïÕ  
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21 アブー・ムーサーによると、アッラーの御使いは言われた。「あなたがたは誰で

も、 三度許しを乞うて許しが得られないならば引き下がりなさ い。 」  ÎÏÛäÉÊÄæÄÆåÂæåÐîïðñÕ  
 òó

1ôX�÷YúZ[�ü\ÐÈ]^_ú`í���ï abúI�Ôà�+ücdÈ�Ôêeabúfg��Ç
 
à�àíÙ  

 
22 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「嫉妬を避けなさい。

嫉 妬は善行を食べてしまいます。ちょうど火が薪を食べてし まうのと同じよう
に。」  ÎÏÉÄ Ü1ÄhÄ ãÐîïðñÕ  

 
23 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「懐疑を避けなさい。

懐 疑は最大の偽りです。詮索したり、諜報したり、値を吊り 上げたり、嫉妬し合っ
たり、憎しみ合ったり、仲違いをし てはいけません。あなたがたはアッラーの僕と
して兄弟の 如くに交わりなさい。」  ÎÏÛäÉÊÄæÄÆåÂæåÐîïðñÕ  
 òó

― õijíúýïþÆÇÈØØ�Çklúüü-ØÆ ÷./�Uí�Ô�íïÙ  
 

24 アナスによると、預言者は言われた。「物事を容易にしなさい。困難なも のにし
てはいけません。福音を伝えなさい。憎しみを作り 出してはいけません。」  ÎÏÛäÉÊÄæÄÆåÂæåÐîïðñÕ  

 
25 ムアーウィヤによると、私はアッラーの御使い様が、「人の秘め事を詮素して回 
るなら、あなたはその人達をだめにしてしまうでしょう。」 と言われるのを聞いた。  ÎÏÛäÝéÊm õnop�þÐîïÕ  

 
26 アブー・アイューブ・アル＝アンサーリーによると、アッラーの御使いは言われ

た。「人がその兄弟を避けて 三晩以上会わないでいたり、会ってもお互いに顔を背
け合 ったりするのは正しいことではありません。二人のうちで より良い者は、先に
挨拶をする者です。」  ÎÏÛäÉÊÄæÄÆåÂæåÐîïðñÙTUÇåÂæå÷ðèïVWÕ  
 òó

1ôqrÆÇÈéÂÍÄå÷noú�ÿn�stúu 
�ÈvwÐîïqr÷xÐyz7ÔàíÙ  

 
27 イブン・アッバースによると、アッラーの御使いは、アシャッジュ・イブン・ア

ブド・ アル＝カイスに「あなたには、アッラーが好まれる二つの 性格があります。
それは温和と寛容です。」と言われた。  ÎÏÛäÉÊÄæÄÆåÂæåÐîïðñÙTUÇÏÛäÉÊÄæÄ÷ðèïVWÐîïÕ  

 
28 アーイシャによると、アッラーの御使いは言われた。「アッラーはあらゆるこ と
において親切であることを好まれます。」  ÎÏÛäÉÊÄæÄÆåÂæåÐîïðñÙTUÇÏÛä{ÊÄæÄ÷ðèïVWÐîïÕ  

 
29 アーイシャによると、預言者は言われた。「アッラーは思いやり深く、親切を 愛
されます。彼は親切な行為に対しては、粗野な行為や親 切以外の行為に対しては与
えられないものを与えて下さい ます。」  
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ÎåÂæåÐîïðñÕ  

 
30 アーイシャによると、預言者は言われた。「親切は物事にあって必ずそれを装 飾
します。物事から親切が取り除かれたら、その物事は必 ず傷物になってしまいま
す。」  ÎåÂæåÐîïðñÕ  

 
31 アン＝ナッワース・イブン・サムアーンによると、預言者は言われた。「敬虔と

は立派な人格のことです。 罪とは、あなたの心のうちに巣食い「他人があなたの罪
を 知っているのではないか。」とあなたをびくつかせるもの です。」  ÎåÂæåÐîïðñÕ  

 
32 アブドッラー・イブン・アムル・イブン・アル＝アースによると、 ある男がアッ
ラーの御使いに「イスラームにおいて最善 のことはなんですか。」と尋ねると、
「人を食事に歓待し、 顔見知りの者にも見知らぬ者にも挨拶することです。」と 答
えられた。  ÎÏÛäÉÊÄæÄÆåÂæåÐîïðñÕ  
 òó

1ôéÂÍÄå÷n� ÎåÂæåÆí×Õ÷|÷}~ 
ÇÈC!� õÏÌä0ÍÄåÜÏÍéÚåþÆ�ú�� ÔFÈX!� õ�ÜÏÍéÚåÜÏÌä0ÍÄåþÆ� �ýïÙØÔÇ õÓàü!÷eÐ�G�ÓáJýî×ÐÙ 

þ õÓàü!÷eÐ��G�ÓáJýî×ÐÙþÆí× 
./Ù0ÍÄåÈåÂæåÈéÂÍÄåÇsC÷#�� 

����ü#�Èí�Ô���È�Gú./Æ����Ù  

 
33 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「サダカは財産を減

らす ものではありません。アッラーは寛恕をもった僕に対し、 只々栄誉を増してく
ださいます。また、アッラーに対し謙 虚になる者には、偉力並びなきアッラーは
只々その者の地 位を高め給います。」  ÎåÂæåÐîïðñÕ  

 
34 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「乗り物に乗ってい

る者 が歩いている者に挨拶し、歩いているものが座っている者 に、また少数の者が
多数の者にまず挨拶するように。」  ÎÏÛäÉÊÄæÄÆåÂæåÐîïðñÕ  
 òóôÏÛäÉÊÄæÄ÷ðñÐÇ õ��÷���e÷� Ð}~ýïî×ÐÙþÆÓïÙ  

 
35 アブー・ウマーマ・スダイユ・イブン・アジュラーン・アル＝バーヒリーによる

と、 アッラーの御使いは言われた。「至高なるアッラーに最 も近い者とは、最初に
挨拶をかける者です。」  ���� ����� �������  
 ������� ¡¢£ �¤��� ��¥�¥�¦§  ̈

�©¨ª���«¬®�¯�°§¨ª�± ²��³�®́ µª¶·¸¹®º¤»¼§½¾¿·À ÁÂ¤Ã�ÄÅÆÇÈ�ÉÊ«ËÌ¯Ç±ÍÎÏÐÂÑ· Ò©¨ÓÔÑ½± ²ÕÖ°���³���×Øªº¤· 
«Ù±Í  ����� ¡¢£ �������  

 
36 アーイシャによると、アッラーの御使いは言われた。「死んだ者を悪く言って は
なりません。彼らは自分たちが為したことに到達してい るのですから。」  ��¡��Ú�Û�������  
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 ���Üº¬Ù«�ÝÞ�ßà¤áË½âá�ãª¨®ä åÆæÈ¨ª�®«ç�±  
 

37 バフズ・イブン・ハキームが彼の祖父から父を経て伝え聞いたところによると、 
アッラーの御使いは言われた。「人を笑わせようとして 虚偽の作り話をする者に災
いあれ。そのような者に災いあ れ。そのような者に災いあれ。」  ��è¥�������  

 
38 アブー・フライラによると、アッラーの御使いが「破産者とは何者か知っていま

すか。 」と言われ、彼らが「破産者とは金品を何も持たない者の ことです。」と言
うと、次のように言われた。「破産者と は、我が民のうちで、審判の日に礼拝と断
食とザカートの 記録を携えて主の御前に立つものの、人を悪し様に言い、 中傷し、
人の財を奪い、人の血を流し、人を打擲?した者の ことです。これら虐げられた者は
皆、虐げた者の善行の得 点を受け取ります。そして彼ら全員に分配される前にその 
者の善行の得点が尽きてしまった場合、今度は彼らの悪行 が彼ら自身の上に失点と
して加算され、その後業火に投げ 込まれるのです。」  �éêÛéÎ���� ¡¢£ �������  
 ���ëì� íÎ¬·î¨®ï¹éêÛé�ðË¨ñòÂ 

Ñ½·óôõöÂÑ½÷õ®ø�ùúûüýþüÿ®�
 Î±  

 
39 アブー・アル＝アッバース・サハル・イブン・サアド・アッ＝サーイディーによ

ると、 ある者が預言者の傍らを通り過ぎた時、預言者はご自身 の傍らに座っていた
男に、「彼のことをどう思いますか。」 と尋ねられると、その者は「彼は上流階級
の者です。アッ ラーに誓って、彼が求婚すれば必ず承諾されるでしょう。 また、彼
が仲裁に入ればかれの仲裁は必ず受け入れられる でしょう。」と答えた。アッラー
の御使い様はしばらく黙 っておられたが、別の者が傍らを通り過ぎると、彼に「彼 
のことをどう思いますか。」と尋ねられた。その者が「ア ッラーの御使い様、この
者は貧しいムスリムです。彼が求 婚しても彼の求婚は承諾されないでしょう。また、
彼が仲 裁に入っても彼の仲裁は受け入れられないでしょう。」と 答えると、アッラ
ーの御使いは言われた。「この者こそ、 地上にいる前者のような者すべてよりも優
れているのです。 」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé������  

 
40 ジャリール・イプン・アプドッラーによると、アッラーの御使いは言われた。

「人を慈しまない者に、 アッラーが慈悲を垂れ給うことはありません。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé������  

 
41 ジャリール・イブン・アブドッラーによると、私はアッラーの御使い様が、「親

切の欠けた者には、あ らゆる美点が欠けています。」と言われるのを聞きました。  �éêÛé������  

 
42 アブドッラー・イブン・マスウードによると、アッラーの御使いは言われた。

「地獄の火が禁じられて いる者について教えておきましょうか。業火は、人と親密 
にし、慈しみ深く、素直で、柔和な人からは禁じられてい るのです。」  ����� ¡¢£ �������  
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43 アブー・フライラによると、預言者は言われた。「病人を見舞ったり、アッラー

の信 仰に結ばれた兄弟を訪問する者には、（天使が）『よくや りました。あなたの
歩む道はよいものです。あなたは楽園 の館に住むことになるでしょう。』と呼びか
けてくれます。 」  ����� ¡¢£ �������  

 
44 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「人は友の信仰に従

うも のです。だから、あなたがたは誰でも友とする者を慎重に 選びなさい。」  ��è¥�������  

 
45 アブドッラー・イブン・マスウードによると、預言者は言われた。「心に芥子粒

一粒ほどでも傲慢のあ る者は楽園には入りません。」ある者が「人は自分の服や 靴
が立派であることを好みますが。」と言うと、「アッラ ーは美しき御方です。美を
愛で給います。傲慢とは真理を 拒み、人を蔑むことをいうのです。」と答えられ
た。  �éêÛé������  

 
46 イブン・アッバースによると、アッラーの御使いは言われた。「年少者に恵みを

かけず、 年長者を敬わない者は、私たちの仲間ではありません。」  ����� ¡¢£ �������  

 
47 アブドッラー・イブン・アムル・イブン・アル＝アースによると、 預言者は言わ
れた。「ムスリムとは、他のムスリムが彼 の舌や手による危害から安全な状態にあ
る者のことです。 またムハージルとは、アッラーが禁じ給うたことを避ける 者のこ
とです。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  
 ���éÚ��¡Î¬ ²�¨�ÍÎª �̄�®	
Ú�� 

³®�Ý«· ²��Ù�ÍÎª �̄�®	
Ú��� 
³®�	à
�±¥�ì®���º½Á�����Æ� 

È¨�ÓºéÚ�¥�Î��¥� �����Ë½éê ÛéÆéÚ��¡Îª ±̄  
 

48 アブー・カターダ・アル＝ハーリス・イブン・リブイーによると、 アッラーの御
使いは言われた。「礼拝のために起立し、 長い礼拝をあげようと思ったところ、子
供の泣き声を聞い たとします。そうしたら私は、その子の母親を困惑させる のを嫌
って礼拝を短く切り上げるでしょう。」  ��¡��Ú�Û�������  

 
49 イヤード・イブン・ヒマールによると、アッラーの御使いは言われた。「楽園の

住民の中には、 全ての親戚とムスリムに対し、慈しみ深く親切な者がいま す。」  �éêÛé������  

 
50 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「ムスリムはムスリ

ムに 対し六つの特質をもっています。病気になったら見舞うこ と、人が亡くなった
ら葬儀に参列すること、招待に応じる こと、出会ったら挨拶すること、くしゃみを
したらアッラ ーの祝福を祈ること、その者がその場にいなくてもその者 に対して誠
実であることです。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  
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51 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「あなたがたは信仰

心を 持つまで楽園に入ることはありません。互いに愛し合うよ うになるまで信仰を
持つようにはなりません。互いに愛し 合えるようになる行為について教えてあげま
しょうか。挨 拶を交わすことです。」  �éêÛé������  

 
52 アブー・アワーナによると、アッラーの御使いは言われた。「座を立って、また

その 座に戻ってくる者に、その座の権利があります。」  �éêÛé������  

 
53 ウマルによると、預言者は言われた。「人を場から立たせ、自分がその場 に着く
というような者はいません。場を広げ座れるように すべきです。」  �éêÛé������  

 
54 アブドッラーによると、アッラーの御使いは言われた。「あなたがたが三人でい 
て、一人を差し置いて二人がひそひそ話をするなら、その ことはその一人を悲しま
せることになります。」  �éêÛé®���  

 
55 アブー・アッ＝ダルダーウによると、アッラーの御使いは言われた。「断食より

もサダカより も礼拝よりも一段上の行いについて、私はあなたがたに伝 えていませ
んか。」我々が「伺っておりません。」という と、彼は言われた。「仲間の間を正
しく保つことです。仲 間内の怨恨は災いです。」  ���� ����� �������  

 
56 イブン・マスウードによると、アッラーの御使いは言われた。「あなたがたは真

実を語 らなければなりません。真実は美徳に至り、美徳は楽園に 至ります。男が真
実を語り続け、真実を求め続けていれば、 いずれアッラーの御許で誠実者として記
録されます。虚偽 を避けなさい。偽りは不徳に至り、不徳は業火に至ります。 嘘を
言い続け、嘘を求め続けていれば、いずれアッラーの 御許で嘘つき者として記録さ
れます。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬éêÛé®�©�������  

 
57 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「人を楽園に導く最

大の ものは、敬神の念と良い性格です。」  ����� ¡¢£ �������  

 
58 アブー・カリーマ・イブン・マアディー・カリブによると、 預言者は言われた。
「兄弟を愛するのならば、愛してい ると彼に言ってやりなさい。」  ���� ����� �Î���� ¡¢£ �������  

 
59 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「食事に招かれたら

応じ なさい。断食をしているのであれば、（招いてくれた人の ために）祈ってあげ
なさい。食事が取れるのであれば招き に応じなさい。」  �éêÛé������  

 
60 アブー・サイード・アル＝フドリーによると、預言者は言われた。「路上に座す

ことを避けなさい。」 人々が「アッラーの御使い様、私たちにとって路上以外に 会
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話をする場所がない場合はどうしたらよいのですか。」 と尋ねると、「路上以外に
場所がないというのであれば、 路上での規則を守りなさい。」と答えられた。また
人々が 「アッラーの御使い様、路上での規則とは何でしょうか。」 と尋ねると、答
えて言われた。「視線を落とし、障害物を 取り除き、挨拶をし、良識に適った行い
をするよう命じ、 良識に反する行いをやめさせることです。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé������  

 
61 アブドッラー・イブン・アムルによると、アッラーの御使いは言われた。「慈し

み深い者を慈悲あ まねき御方は慈しみ給います。地にある者を慈しみなさい。 そう
すれば、天にいる御方があなたがたを慈しんでくださ います。」  �éêÛé������  

 
62 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「偉力並びなきアッ

ラー が審判の日に仰せられます。『我が栄光に従って互いに愛 し合った者はどこに
いるか。今日、我は彼らを我が日陰に 誘おう。我が日陰以外に日陰のない今日、こ
の日に。』」  ��¡��Ú�Û�������  

 
63 ジャービルによると、父の残した借金のことで、私が預言者のところに来て戸 を
叩くと、彼は「誰ですか。」と尋ねられた。私が「私で す。」と答えると、彼は
「私、私。」と言われた。彼はこ の言い方を嫌われているようであった。  ��¡��Ú�Û�������  
 ���¹� ²�«ÙÇÍÎÏÐÂÑ½Âßà®�ÞÆ�� Â°ÈÑ °Â°ª±  

 
64 アブー・ムハンマド・アル＝ハサン・イブン・アリー・イブン・アブー・ターリ

ブによると、 私は預言者から、「疑わしいことは捨て置いて、疑いの ないことを取
りなさい。真実は心を安らげ、虚偽は心を掻 き乱します。」と学んだ。  ����� ¡¢£ �������  

 
65 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「偽善者の印は三つ

あり ます。それは、話をすれば嘘をつき、約束をすればだまし、 信頼されれば裏切
る、ということです。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé������  
 ���!"ºÎ¬·#ê³�é®��Æ$«�%Ë¨&Ê 

°¤Â·'®(©�)Ô°ªº®�ÎÆª¯±  
 

66 アブドッラー・イブン・アムル・イブン・アル＝アースによると、 アッラーの御
使いは言われた。「人の内にあればその者 が完壁な偽善者となる四つの特徴があり
ます。また、その 内の一つでもあれば、それを捨てるまでその者の内に偽善 の特徴
が留まっていることになります。それは、信頼され れば裏切り、話をすれば嘘をつ
き、約束すれば欺き、議論 をすれば正道を逸脱する、ということです。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  

 
67 アブー・サイード・アル＝フドリーによると、私はアッラーの御使いが、「あな

たがたのうち誰でも、 良くないことを目にした者は、それを自分の手で正しなさ い。
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それができなければ言葉で正しなさい。それもできな ければ心で正しなさい。それ
がもっとも弱い信仰というも のです。」と言われるのを聞いた。  �éêÛé������  

 
68 アブー・マスウード・ウクバ・イブン・アムル・アル＝アンサーリー・アル＝バ

ドリーによると、 アッラーの御使いは言われた。「善い行いを示唆する者 には、そ
の善行を行った者と同等の報酬が与えられます。」  �éêÛé������  

 
69 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「力強いとは、相手

を倒 すことではありません。力強いとは、怒って当然という時 に心を自制する力を
持っていることです。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  

 
70 アブー・フライラによると、ある男が預言者に「助言をください。」と言うと、

彼は 「怒らないことです。」と言われた。男は何度も問いを繰 り返したが、「怒ら
ないことです。」と言われた。  ��¡��Ú�Û�������  

 
71 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「陰口とは何か知っ

てい ますか。」人々が「アッラーとその御使い様が最もよく御 存じです。」と言う
と、彼は「陰口とは、兄弟について、 彼の嫌うことを言うことです。」と答えられ
た。「私の言 うことが彼に当てはまることだったらどうですか。」とあ る者が言う
と、「あなたの言うことが彼に当てはまること であれば、陰口を言ったことになり
ます。当てはまらない ことであれば嘘をついたことになります。」と言われた。  �éêÛé������  
 ���*¡���+ 49, 12-�· ².�°/0ÆË

 ̈
¬°Â°ª±1½·2ª�3$Æ½½Ê¿§¨¬°Â° 

ª±45®Ü6Æ7É�®Æ�¤89¯Ç±ÍÎç×· 
#ê³�é«¬3$Æ:;¨ª�±  

 
72 イブン・ウマルによると、アッラーの御使いは、控えめな兄弟に対して説教をし

て いる、あるアンサールの傍らを通りかかった。そこで彼は 言われた。「彼をその
ままにしておきなさい。控えめであ ることは、信仰の一部ですから。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  
 ����ÓºéÚ�¥�¤·¥�ì«®��Æ<Ñ¨�º 

½ÁÎÎ9�¥� �����Ë½=·>ÂÆ?@Ë½ 
¥� ��®�º½ÁÆ��A�¡Îª¯±  

 
73 アブー・ハムザ・アナス・イブン・マーリクによると、 預言者は言われた。「あ
なたがたの誰でも、自分自身に 望むことを兄弟に望むようにならない限り、信仰を
持つと はいえません。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  

 
74 イブン・ウマルによると、アッラーの御使いは言われた。「ムスリムはムスリム

の 兄弟です。ムスリムを虐待してはなりません。見捨てては なりません。兄弟の必
要を満たす者に対し、アッラーがそ の者の必要を満たして下さいます。ムスリムか
ら苦悩を取 り除く者に対し、アッラーが審判の日の苦悩を一つ取り除 いて下さいま
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す。ムスリムの罪を見逃してやる者に対し、 アッラーが審判の日に罪を見逃して下
さいます。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  

 
75 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「互いに嫉妬し合っ

ては なりません。値を吊り上げてはなりません。憎しみあって はなりません。背を
向けあってはなりません。他人の取引 に横から割り込んではなりません。あなたが
たはアッラー の僕として兄弟でありなさい。ムスリムはムスリムの兄弟 なのです。
彼を虐げてはなりません。彼を見捨ててはなり ません。彼に嘘を言ってはなりませ
ん。彼を蔑んではなり ません。敬神の念はここにあるのです（と言って自身の胸 を
三度指し示された）。自分の兄弟であるムスリムを軽蔑 することは、それだけで充
分な悪事です。すべてのムスリ ムは、ムスリムの血も財産も名誉も犯してはなりま
せん。」  �éêÛé������  

 
76 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「イスラームの良い

点は、 自分に関係のないことには立ち入らないことです。」  ����� ¡¢£ �������  
 �����«ª¯#ê³�éÎ¬·¹¤#ê³�é®�� 

ÆBã�ÎÆ��Ë¨&×·¹¤C�°éêÛéÎ°� DE®÷ãÎË¨·F¹®�Î�GHË°ª�Î¤IJ ÂÑ¨ª�±  
 

77 アブー・マスウード・ウクバ・イブン・アムル・アル＝アンサーリーによると、 
アッラーの御使いは言われた。「人々が手にした初期の 預言の中に『恥ずかしいと
思わないのならば好きなことを するがよい。』という言葉があります。」  ��¡��Ú�Û�������  
 ���KÆBãÎª¯�Î¬·#ê³�é®��®÷L« 

ç×·��ÆBãº¬·���K;°ªâªÆË°ÈÑ
 
 °Â°ª± 

 
 

 

 
第三章第三章第三章第三章: 家族と親類について  

 

78 アーイシャによると、アッラーの御使いは言われた。「あなたがたのうちで最 も
良い人は、家族に最も良くする人です。私はあなたがた のうちで家族に最も良くし
ています。」  ����� ¡¢£ �������  
 ������&ª¨��³�®́ µª¬ßMÆË¨ª�®

 
«¬°û·>¤î¨®éêÛé®NO«ç��ÎÇÂ· 

²P9QûË¨ª�ÍÎÓ§½®«ç�±  
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79 アブドッラーによると、アッラーの御使いは言われた。「被造物はみなアッラー 
の庇護を受ける者です。アッラーに最も愛される被造物は、 アッラーの庇護民に最
も良くする者です。」  ��¡�R#ÚS� ²��TïÍ�  

 
80 ジュバイル・イブン・ムトイムによると、アッラーの御使いは言われた。「親族

の縁を切る者は楽 園には入りません。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  

 
81 アブドッラー・イブン・アムル・イブン・アル＝アースによると、 預言者は言わ
れた。「大罪とは、アッラーに同等のもの を配すこと、親に対する反抗、殺人、偽
誓です。」  ��¡��Ú�Û�������  

 
82 アブドッラー・イブン・アムル・イブン・アル＝アースによると、 アッラーの御
使いは言われた。「親に向かって悪態をつ くのは一つの大罪です。」人々が「アッ
ラーの御使い様、 人は親に向かって悪態をつくのでしょうか。」と尋ねると、 答え
て言われた。「その通りです。ある者が他人の父親の 悪口を言えば、相手もその者
の父親の悪口を言うでしょう。 ある者が他人の母親の悪口を言えば、相手も彼の母
親の悪 口を言うでしょう。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬éêÛé®�©�������  

 
83 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「女と共謀してその

女の 夫を欺く者は、我々の仲間ではありません。」  ���� ����� �������  

 
84 アーイシャによると、アッラーの御使いは言われた。「最も完全な信仰を持っ た
信者とは、最も性格がよく、最も家族に優しい者のこと です。」  ����� ¡¢£ �������  

 
85 イブン・ウマルによると、アッラーの御使いは言われた。「親戚関係を維持する

者 とは、相応の返礼をする者ではありません。親戚関係を維 持する者とは、親戚関
係に断絶が生じた時にそれを修復す る者のことです。」  ��¡��Ú�Û�������  

 
86 アブー・ウサイド・マーリク・イブン・ラビーア・アッ＝サーイディーによると、 
私たちがアッラーの御使いと座っているところに、サル マ族のある男がやって来て
言った。「アッラーの御使い様、 両親に対する孝行で、両親の死後にも行うものが
残ってい るのでしょうか。」すると彼は答えて言われた。「ありま す。両親のため
に祈り、許しを乞い、両親が引き受けてい た義務を履行することです。また、両親
と血縁のある人々 に親切にし、両親の友人に敬意を表することです。」  ���� ����� �������  

 
87 アン・ヌアマーン・イブン・バシールによると、彼の母ビント・ラワーハは、彼

の父親に「所有の財のい くらかを彼に贈与してはどうですか。」と言った。父親は 
その件を一年放置し、その後に息子に打ち明けた。すると 母親は「あなたが息子に
贈与するものについて、アッラー の御使い様に証人になってもらうよう頼むまで、
私は同意 できません。」と言った。そこで父は私の手を取って（当 時私はまだ少年



 26 

でした）、アッラーの御使い様の許に来て 言った。「アッラーの御使い様、この子
の母ビント・ラワ ーハは、私が彼女の息子に贈与したものについて、あなた に証人
になってもらうよう望んでいます。」するとアッラ ーの御使い様は、「バシールよ、
この子のほかにも子がい ますか。」と尋ねられた。彼が「います。」と答えると、 
「子供達全員に同じように贈与しましたか。」と尋ねられ た。彼が「いいえ。」と
答えると、「それでは私に証言を 依頼することはできません。私は不公平なことに
は証言し ません。」と言われた。  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  

 
88 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「アッラーの道に費

やし たディナールと、奴隷解放に費やしたディナールと、貧者 にサダカしたディナ
ールと、家族のために費やしたディナ ールのうち、最も報酬が大きいものは、家族
のために費や したディナールです。」  �éêÛé������  
 ���� ��¡Î¬UV®÷WX±  

 
89 アブー・サィード・アル＝フドリーによると、アッラーの御使いは言われた。

「審判の日、アッラーの 御許で最も低い位階にある者は、妻と交わった後に妻の秘 
密を公にする者です。」  �éêÛé������  

 
90 アブー・スフヤーン・サハル・イブン・ハルブによると、 ヘラクレス帝との長い
会見の際、皇帝はアブー・スフヤ ーンに尋ねた。「彼（預言者）はあなた方に何を
命じてい ますか。」そこで私は申しあげた。「彼は『アッラーのみ を崇拝しなさい。
彼に何ものをも配してはいけません。祖 先の言うことは捨て置きなさい。』と言い、
私たちに礼拝 し、真実を語り、貞節を守り、血縁を大切にするよう命じ ていま
す。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  
 ��� ²YÃ®Ó¯�ÎÍÎ¬·#ê³�éZÞ®�³� 

®[\Æ]Ù±  
 

91 アル＝ムギーラによると、アッラーの御使いは言われた。「偉力並びなきアッラ
ー はあなた方に、母親に反抗することを禁じられました。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé������  

 
92 アブー・フライラによると、ある者が「アッラーの御使い様、身近な者で、私に

対し て最も大きな権利を持っているのは誰でしょうか。」と尋 ねると、彼は「あな
たの母です。」と答えられた。その者 が「次は誰でしょうか。」と尋ねると、彼は
「あなたの母 です。」と答えられた。さらに「次は誰でしょうか。」と 尋ねると、
「あなたの父です。」と答えられた。  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬éêÛé®�©�������  
 ���#ê³�é�&ª¨¬Z^®_`ÇÂ·ab�)ª· 

abÆc¯�Î¤deÎfÑ�±  
1
�ab¬

9
ìg9®h·i¤jÆkl�m©¨ª½± 

2
�ab¬nop�¬qr°stÆuvË·»w®=

 
�¬fÂ�xËªyËzÆ�Ô¯±1½·{û®a

 
b¤»w|�}Æ~ÎË¨9ª�± 

3
�Ý1Ñ°¤Â®����§¨·ab¬�b�×9 

j��ðÙ����¤�ª± 
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93 イブン・ウマルによると、預言者は言われた。「合法とされている行為のうちで、 
アッラーの目に最も忌まわしいものは離婚です。」  ���� ����� �������  

 
94 アブー・フライラによると、預言者は言われた。「女は、四つのことで結婚され

ます。 財産、血筋、容姿、信仰です。信仰のある女性と結婚しな さい。そうすれば
幸せになれます。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé������  

 
95 アスマー・ビント・アブー・バクル・アッ＝スィッディークによると、 アッラー
の御使い様の御存命中に、偶像崇拝者の母が私 のところにやって来た。そこで私は
アッラーの御使い様に 判断を求めて言った。「私のところに母が何かを求めてや っ
て来ました。母の頼みを聞いてやってもよいでしょうか。 」すると彼は言われた。
「そうです。あなたの母の願いを 聞いてやりなさい。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  

 
96 アブー・イスハーク・サアド・イブン・アブー・ワッカースによると、 別れの巡
礼の年に、激しい苦痛に襲われた私をアッラー の御使い様が見舞いに来られた。私
は「アッラーの御使い 様、私はご覧のように苦痛に襲われています。私には財産 が
ありますが、一人娘しか相続人がいません。そこで財産 の三分の二をサダカにする
のはどうでしょうか。」と問う と、「いけません。」と答えられた。私が「半分で
はどう でしょうか、アッラーの御使い様。」と問うと、また「い けません。」と答
えられた。私が「三分の一ではどうでし ょうか。」と問うと、答えて言われた。
「三分の一ですか。 三分の一でも多いです。相続人を豊かにしておくことは、 人々
に物乞いをする乞食にさせるよりも良いことです。ア ッラーのお顔を望んで財を費
やすのであれば、妻に与える 一口の食物であっても、あなたはそれに対する報酬を
得る でしょう。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  
 ���#ê³�é��&ª¨¬·¹¬�w®�à®̧ ¬�

 �b�®h«à�fÑ�±  
 

97 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「女性によくしなさ

い。 女性は肋骨から創られました。肋骨の一番湾曲した部分が 一番高い部分です。
もしそれを真っすぐに伸ばそうとすれ ば折ってしまいます。放っておけば曲がった
ままです。で すから、女性にはよくしなさい。」  ��¡��Ú�Û�������  
 ���¹�®Y��é¬�ÇÂ�ÂÑ·'®����¬� 

�é®��ÇÂ�ÂÑ½±  
 

98 アムル・イブン・シュアイブが彼の祖父から父を経て伝えたところによると、 ア
ッラーの御使いは言われた。「子供が七歳になったら 礼拝をするように命じなさい。
十歳になったら力ずくでも 礼拝させなさい。そして一人一人の寝床を別々に隔てな
さ い。 」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé������  
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第五章第五章第五章第五章: 隣人の権利について  

 

99 アーイシャによると、預言者は言われた。「ガブリエルが私に、隣人に良くす る
ように言い続けるので、私は彼が隣人を相続人にするの ではないかと思うほどにな
りました。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬éêÛé®�©�������  
 ��

1
�#ê³�é�&ª¨ ²�¹�QûÙ�ÍÎ¬·� �Ù�·b��Ù�·@ÈÆ�ö¨ª�|�@È��Î 

Æ]Ù±  ��
2
��¹¤�¹�QûË·1½'®�¹¤�®�¹� 

QûÙÑ ·��¬�§Î�zQª�Î°���¯±  
 

100 イブン・アッバースによると、私は、アッラーの御使い様が「隣人がかたわらで

空腹を 抱えている時に腹一杯食べる者は、信者ではありません。」 と言われるのを
聞いた。  ��¡�R#ÚS� ²��TïÍ�  
 ���#ê³�é�&ª¨ ²�¹ÍÎ¬· ¡¢£Ã1« 

Æª ±̄  
 

101 アブー・フライラによると、預言者は言われた。「アッラーに誓ってその者は信

者で はありません。アッラーに誓ってその者は信者ではありま せん。アッラーに誓
ってその者は信者ではありません。」 「誰のことでしょうか、アッラーの御使い
様。」とある者 が尋ねると、彼は「自分に何も悪いことをしない、と隣人 に信頼さ
れない者のことです。」と言われた。  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  
 ���éêÛé�����«¬· 

²¤9[ª�ÎÆË°ª·Î�¹��¥fÑ°ªº¬· ¦§�¬¨×1ò©±ÍÎ°§¨ª�±  
 

102 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「アッラーと最後の

日を 信じる者は、良いことを語るか、そうでなければ黙ってい なさい。アッラーと
来世を信じる者は隣人に良くしなさい。 アッラーと来世を信じる者は客を寛大にも
てなしなさい。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬éêÛé®�©�������  
 ��� ²Pª®«ÍÎ¬Pª®¬®«®�Î± 
 
 

 
第五章第五章第五章第五章: 生き物に対する思いやりについて  

 

103 アブドッラーによると、アッラーの御使いは言われた。「ある女は一匹の猫ゆえ 
に責め苦に会います。彼女は猫を閉じ込め餓死させてしま いました。そうして彼女
は業火に入りました。彼女は、食 べ物も飲み物も与えずに猫を閉じ込めて、地を這
う虫です ら自由に食べさせなかったのです。」  
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��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬éêÛé®�©�������  

 
104 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「ある男が道を歩い

てい ると、ひどく喉が渇きました。彼は井戸を見つけ、そこに 降りて行って水を飲
みました。井戸から出てくると、犬が 喉の渇きを癒そうとして、舌を出して湿った
上を食べよう としていました。そこで男は言いました。「私がそうであ ったように、
この犬も喉が渇いているのだ。」そして男は また井戸に降りて行って、自分の靴下
に水を満たし、それ をくわえて登り、大に飲ませました。すると、アッラーは 彼に
感謝し、彼の罪をお赦しになりました。」人々が「ア ッラーの御使い様、動物につ
いても私たちに報酬があるの でしょうか。」と尋ねると、彼は答えられた。「あら
ゆる 生き物について報酬があるのです。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  
 ����¡��Ú�Û�®�©��®���¬· 

²��³�¬>Æ®ö·> ®̄ Æ°Ë·>Æ¦§�&
 
¨Ñ�°×1Ë½±ÍÎç�±  

 
105 アブー・ヤアラー・シャッダード・イブン・アウスによると、 アッラーの御使
いは言われた。「アッラーは、あらゆる ものに対して慈しみ深くあるようにお命じ
になりました。 殺生をする際には最も思いやりのあるやり方で殺しなさい。 犠牲を
屠る場合にも最も思いやりのあるやり方で屠りなさ い。あなた方は誰でもナイフを
研ぎ、屠られる動物の苦し みを最小限に留めてやりなさい。」  �éêÛé������  
 ���#ê³�é«¬·	±Æ²³Ù�¾¿·��³�® 

´�Æ´©¨ÇÂ·µª��#è«	±®¶	·Æ÷  ̧
«�¹Ù�± 

 
 

 

 
第六章第六章第六章第六章: 労働について  

 

106 アブー・アブドッラー・アッ＝ズバイル・イブン・アル＝アッワームによると、 
アッラーの御使いは言われた。「あなたがたは誰でも自 分の縄を持って山に行き、
薪の束を背負って戻り、それを 売りなさい。そうすることによって、アッラーはそ
の者の 顔を覆ってくだきるでしょう。そうすることは、くれるか くれないわからな
い人に物乞いをするよりも良いことです。 」  ��¡��Ú�Û�������  
 ��� ²'®º®ºÆ»§¨û�f�ÍÎ¬· ²F¹�±

 ¼ªÆÙ�Îª K̄½ÇÂ¾§¨û�f�ÍÎª �̄�±  
 

107 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「誰でも薪の束を背

に負 うことは、くれるかくれないかわからない誰かに物を乞う よりは良いことで
す。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé�����±��¬�¡��Ú�Û�®�©�������  
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108 アブー・フライラによると、預言者は言われた。「アッラーの道わされた預言者

は皆、 羊の世話をしました。」そこで教友たちが「あなたは。」 と尋ねると、答え
て言われた。「私もです。私もマッカの 民に支払われるわずかな賃金で羊を飼って
いたことがあり ます。」  ��¡��Ú�Û�������  
 ��

1
�ÙÉ¨®�Óº¬·¹Ý®÷|¿�À®ÁÆÙ� 

�¯�};ÂÑ¨ª�±'Ñ¬>Â�ÂÃ·b�·ÄÅ
 Îª¯9®Æ(©�½ö«ç�±	±®�ÆÆÙ��Î 

��§¨·�Óº½Á¬¹®Çe�ÈÆ��Îª¯�Î 
ÆÉÊ®«ç�±  ��

2
�¹¬�«9·�Óº«ÙÂ·ßà«Ëª¨ÝÌ® ÍÆÎ°ÈÑ °Â°ª±½Î©À©°�ã1Â°ªÏ Ð«ç§¨9·ÏÐ�)ÐÙ��Î¤qÐ°®«ç�±  

 
109 アブー・フライラによると、預言者は言われた。「ダヴィデは自分の手で働いて

得た もの以外は口にしませんでした。」  ��¡��Ú�Û�������  

 
110 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「ザカリヤは大工で

した。 」  �éêÛé������  

 

 

 
第七章第七章第七章第七章: 責任と統治について  

 

111 イブン・ウマルによると、預言者は言われた。「あなた方はみな保護者であり、

自 分の保護する者に対しては責任を負っています。統治者も 保護者です。男は自分
の家族の保護者です。女は夫の家と 子供の保護者です。あなた方はみな保護者であ
り、自分の 保護する者に関しては責任を負っているのです。」  ��¡��Ú�Û�ÎéêÛé������  
 ��� ²ÑÒºÍÎ¬ ²ÓÔºÍ®��«µÔÑ¨ª�±  

 
112 アブー・サイードによると、アッラーの御使いは言われた。「ジハードの最たる

もの は、暴君の前に出て真実の言葉を語ることです。」  ���� ����� �������  
 ����Ú� �Î¬·��³�®½ö�ÕÖ×�Ù��Î± 

�®¬{û®ÐÆ��Ë¯�±Ø© ·YÙ®½ö�
 Úª�Û û�Î·ßà®��Æ¾��Î·Ü(Ì	ÆÙ 

��Î·ÝÞ�ßàÙ��Î9�Ú� �«ç�±  
 

113 アブー・ザッルによると、私が「アッラーの御使い様、私を要職にお就けくださ

い ませんか。」と言うと、彼は手で私の肩を叩いて言われた。 「アブー・ザッルよ、

あなたは弱いです。それに仕事は信 託物です。正当な資格で仕事に就き、自分の責
任を果たす 者以外にとっては、それは審判の日に屈辱と後悔となるの です。」  �éêÛé������  
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114 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「あなた方は支配者

の地 位を切望するようになるでしょう。そして、そのことが審 判の日に後悔となる
でしょう。」  ��¡��Ú�Û�������  
 ��

1
��Óº¬·ßà®ª�¹á¤âãÎäåæçèé êëìíîïìéðñçòóôõéðóö÷øùúçû üýæçèþÿ��îïìöðóæ��ú��ú��� 
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3�)æ0øìæø1�í������æ2&ö34 

þ.õ5�67�é�(ó89ö��:�ú��óû  
 

115 アブー・マルヤム・アル＝アズディーがムアーウィヤに語ったところによると、 
私はアッラーの御使いが次のように言われるのを聞いた。 「アッラーがある者をム
スリムの統治者に任命されたが、 その者は人々の必要、第乏、貧困を解消しません
でした。 するとアッラーは、審判の日に、その者の必要、窮乏、貧 困を解消しては
くださいません。」そこでムアーウィアは、 人々の必要に応えるために一人の男を
任命した。  ;�<� =>�?� @ö��ABCDEFC�éôóGHI  

 
116 アーイシャによると、私は、アッラーの御使いがこの私の家で、「アッラーよ、 
我がウンマの統治に参与し人々に苦しみを打?した者を懲ら しめてください。我がウ
ンマの統治に参与し人々に良くし た者に恵みをお与えください。」と言われるのを
聞いた。  ;JKLJéôóGHI

  
 ��?MNö�íOK��JæPQRSTæ)öûUV WXYö�õZ[ôñ/\�]^þ_`(óû 
 
 

 
第八章第八章第八章第八章: 裁決について  

 

117 イブン・アッバースによると、アッラーの御使いは言われた。「訴訟が全て聞き

入れら れるとなると、ある者たちは他人の財産や血まで訴訟にか けるようになるで
しょう。訴訟を起こす者は明証を提示し なければならず、その訴えを否定する被告
は誓言しなけれ ばなりません。」  ;�DAaObc�éôóGHûde�fgh�iéjkùú��óI  
 �

1�#üæ4ö�ílmùúçìé�(ónoæ)öû  �
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118 アブー・バクラ・ヌファイウ・イブン・アル＝ハーリスによると、 アッラーの
御使い様が、「大罪のなかでも最も罪の大き いものについて教えてあげましょう
か。」と三度言われた。 私たちが「お願いします、アッラーの御使い様。」と言う 
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と、「アッラーに同等のものを配することと、両親に対す る反抗です。」と言われ
た。彼は片肘をついていたが座り 直すと、「嘘をつくことです。そして嘘を証言を
すること ではありませんか。」と言われた。私たちが黙ってほしい と思うまで、彼
はその言葉を繰り返された。  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHI  

 
119 アブー・ザッルによると、彼は、アッラーの御使い様が、「自分の物でもない物

を 要求する者は我々の仲間ではありません。そのような者は 業火の中に己れの居場
所を定めることになるでしょう。」 と言われるのを聞いた。  ;JKLJéôóGHI

  

 
120 サムラによると、アッラーの御使いは言われた。「己れの所有する奴隷を 殺す
者は死刑に処します。己れの奴隷の体の一部を切断す る者は切断刑に処します。」  ;��ABCDEFC�éôóGHI  
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121 ザイド・イブン・ハーリド・アル＝ジュハニーによると、 預言者は言われた。
「最も良い証人についてあなたがた に話しておきましょうか。最も良い証人とは、
求められる 前に証言する者のことです。」  ;JKLJéôóGHI

  

 
122 アブー・バクラによると、私は、アッラーの御使い様が、「裁判官は、怒ってい

る ときには二人の間を裁決してはなりません。」と言われる のを聞きました。  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHû¸¹��DA<b�L�æGºó»�éôóI  

 
123 アリーによると、アッラーの御使い様は私に、「二人の男があなたの許に 裁決
を求めてやってきたなら、他方の言い分を聞くまで一 方に裁決を下してはなりませ
ん。いずれいかなる裁決を下 すべきかが判るようになるでしょう。」と言われまし
た。  ;��ABCDEFC�éôóGHI  
 ���L������æ¼'�æ½§¾¿ÀþÁ�íÂ ÃÄæÅLi ;����æ¼'�æ§ÆìIö��üý 
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124 ブライダによると、アッラーの御使いは言われた。「裁判官には三様の人物 が
います。一人は楽園に入り、二人は業火に入ります。真 実を知っていて、それに基
づいて裁決を下した者は楽園に 入ります。真実を知っていながら裁決において不正
を行っ た者は業火に入ります。真実を知らずに裁決を下した者も 業火に入りま
す。」  ;�<� =>�?� @éôóGHI  
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第九章第九章第九章第九章: 商売について  

 

125 ジャービルによると、アッラーの御使いは言われた。「アッラーは、売るに際 
し、買うに際し、借金の清算を求めるに際し、寛大な者に 恵みを垂れ給います。」  ;�DA<b�L�éôóGHI  

 
126 アブー・サイードによると、アッラーの御使いは言われた。「正直で信頼できる

商人 は、預言者たち、篤信者たち、そして殉教者たちと共にい ることになりま
す。」  ;��ABCDEFC�éôóGHI  
 ��zÏ�PÐæ�+óÑü�íÒÓé²��ÔæÕ Öþ×³ó)öò�+óö�õ)öû  

 
127 イブン・ウマルによると、アッラーの御使いは言われた。「人は、同意を得ての

上 でない限り、兄弟の携わる取引に横から介入してはなりま せん。また、兄弟の求
婚に横から入り込んで婚約してはな りません。」  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHû¸¹�JKLJæGºó»�éôóI  

 
128 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「ある者が破産した

場合、 破産者の財に対する権利は、まず彼が負債を負う者にあり ます。」  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHI  

 
129 アブー・アル＝ヤサルによると、私はアッラーの御使い様が「債務者に返済の延

期を認め る者、あるいは負債を軽減してあげる者を、アッラーはご 自身の日陰の下
に守ってくださいます。」と言われるのを 聞いた。  ;JKLJéôóGHI

  

 
130 ワースィラ・イブン・アル＝アスカウによると、私はアッラーの御使い様が、

「欠陥商品を売り、それを 買い手に伝えない者は、アッラーの御怒りのうちに留ま
る でしょう。あるいは、天使が彼を呪い続けるでしよう。」 と言われるのを聞いた。  ;O<M=N�ØÙéôóGHI  

 
131 アブー・マスウード・アル＝アンサーリーによると、 アッラーの御使いは言わ
れた。「あなたがたより以前の 時代のある者が審判を受けました。彼は金持ちで
人々と取 引をしていましたが、貧者に対しては支払いを大目にみて やるよう使いの
者に命じていた以外には、彼には何の善行 もありませんでした。アッラーは天使た
ちに向かって言わ れました。『我はそのことについては汝よりも相応しい。 彼を大
目に見てやりなさい。』」  ;�DA<b�L�íJKLJí�MAÚg�O�éôóGHI  
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132 アブー・フライラによると、アッラーの御使い様は食料の積んである傍らを通ら

れ、 手をその中に入れられると彼の指が湿り気を帯びた。そこ で彼は、「ご主人、
これはなんですか。」と尋ねられた。 食料の主が「雨に濡れたのです。アッラーの
御使い様。」 というと、「人が見てわかるようにそれを食料品の一番上 に置かなか
ったのですか。人を欺く者は私の仲間ではあり ません。」と言われた。  ;JKLJéôóGHI
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第十章第十章第十章第十章: 欲望について  

 

133 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「富裕とは財が豊富

なこ とをいうのではありません。富裕とは心が豊かなことです。 」  ;JKLJéôóGHI
  

 
134 アナス・イブン・マーリクによると、アッラーの御使いは言われた。「アダムの

子に涸川（ワ ーディー）程の金があったとしても、さらに別の涸川程の 金を欲する
でしょう。土以外にその者の口を満たすものは ありません。アッラーは悔悟する者
を赦し給います。」  ;JKLJéôóGHI
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135 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「老人の心も、生へ

の執 着と金への欲望の二点においては若いです。」  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHû¸¹�JKLJæGºó»�éôóI  

 
 

 

 
第十一章第十一章第十一章第十一章: 終末の時の徴と試練について  
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この章のはじめに預言者ムハンマドは西暦 7世紀の前半において、未来に 起こるべ
き多くの事柄を予看された。そのうちのいくつか は今日実際に起きており、またい
くつかはいまだ起きてい ない。こうした予言もアッラーの啓示によるものである。  

 
136 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「自分の手にしたも

のが 法によって許されているか、あるいは禁じられているかを 気にかけないような
時が人の上にいずれやって来ます。」  ;�DA<b�L�éôóGHI  
 ��üýòõöW÷åþøóçèéùúþû�ð�ðó üòÉóæ��óû  

 
137 アブー・フライラによると、預言者は言われた。「私の魂を御手にする御方に誓

って、 人殺しがなぜ人を殺したか、また殺された者がなぜ殺され たかわからなくな
る時が必ずやって来ます。」  ;JKLJéôóGHI

  

 
138 アナスによると、私は、アッラーの御使い様が、「終末の時の徴として、 知が
取り除かれ、無知が蔓延し、姦通が増え、飲酒が広ま り、男が減り、女が増え、つ
いには五十人の女に対して一 人の保護者ということになります。」  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHI  
 ��ýýæþÿéô����æ��ò���íüðæ� ���«ò*�é�úóüòÉóæ��óû  

 
139 アブー・フライラによると、預言者が話をされているところに遊牧民がやって来

て 「終末の時はいつですか。」と尋ねると、「誠実が失われ るようになったら終末
に備えなさい。」と言われた。また その者が「誠実はどのようにして失われるので
しょうか。」 と尋ねると、彼は言われた。「人を治める資格のない者に 統治が委ね
られるようになったら終末に備えなさい。」  ;�DA<b�L�éôóGHI  

 
140 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「時が近づき、知が

滅び、 騒擾が表面化し、強欲が蔓延し、ハルジュが多発します。」 人々が「ハルジ
ュとは何ですか。」と尋ねると、「殺人の ことです。」と答えられた。  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHû¸¹�JKLJæGºç»�éôóI  

 
141 カアブ・イブン・イヤードによると、私はアッラーの御使い様が、「全ての民に

災難が襲いま す。私の民の災難の原因は富です。」と言われるのを聞い た。  ;��ABCDEFC�éôóGHI  

 
142 ウサーマ・イブン・ザイドによると、預言者は言われた。「私は、男にとって、

女以上に災い となる試練を私の後の時代に残しはしませんでした。」  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHû¸¹�JKLJæGºó»�éôóI  
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第十二章第十二章第十二章第十二章: 審判の日と楽園の民、業火の民について  

 

143 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「審判の日、必ずや

あな た方は、それを受けるべき者に諸々の権利を与えることに なります。角のない
羊が角のある羊から受けたものすら返 されます。」  ;JKLJéôóGHI
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144 アブドッラー・イブン・マスウードによると、アッラーの御使いは言われた。

「審判の日に人々の間で 最初に裁決されるものは、血についてのことです。」  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHû¸¹�JKLJæGºó»�éôóI  
 ��4ö�lüæ)ö��óû  

 
145 アブドッラー・イブン・アムルによると、アッラーの御使いは言われた。「契約

の民を殺す者は楽 園の香りを嗅ぐことはありません。歩いて四十年かかる距 離から
でも嗅ぐことのできるその香りを。」  ;�DA<b�L�éôóGHI  
 ����æXö�í�>���WcLK���ð�íü ��þÜõ)öéô��OK��J°±é��ç��P
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146 ウサーマによると、預言者は言われた。「私が楽園の入り口に立つと、そこ に
入っていった者の大半が貧者たちで、金持ちは入り口の ところで引き留められてい
ました。一方、業火の住民が地 獄に行くように命ぜられていました。私が業火の入
り口の ところに立つと、そこに入っていった者の大半は女でした。 」  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHI  
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147 ハーリサ・イブン・ワハブによると、私はアッラーの御使い様が、「楽園の住民

についてあな た方に教えましょうか。他人に見くびられたすべての弱者 です。そう
した者がアッラーにかけて誓えば、彼はその誓 いを守ってそれは叶えられるでしょ
う。業火の住民につい て教えましょうか。無知で無礼で微慢な者すべてです。」 と
言われるのを聞いた。  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHû¸¹�JKLJæGºó»�éôóI  
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148 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「貧しいムスリムは

金持 ちのムスリムよりも五百年先に楽園に入ります。」  ;��ABCDEFC�éôóGHI  

 
149 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「剣で自らの命を絶

つ者 は、その剣を手にもって自分の腹に突き刺したまま地獄の 火の中に永住するこ
とになります。毒を飲んで自らの命を 絶つ者は、地獄の火の中で永遠にそれを飲み
続けることに なります。山から身を投じて命を絶つ者は、地獄の火に身 を投じて永
遠にそこに永住することになります。」  ;JKLJéôóGHI

  

 
150 アナスによると、アッラーの御使いは言われた。「夜の旅をした時、私は 火か
らできた欽で口を裂かれた男たちを見ました。『これ らの者たちは何者なのでしょ
うか。ガブリエルよ。」と尋 ねると、彼は、『これらの者たちはあなたの民の説教
師た ちです。彼らは人々に善行を命じながら自分たちはそれを 忘れていたので
す。』と言われました。」  ;�DAaK?C� áKMÚLMåéôóI  

 
151 アブー・ザイド・ウサーマ・イブン・ザイド・イブン・ハーリサによると、 私
はアッラーの御使い様が、「審判の日、男が連れて来 られ業火に落とされると、腹
から臓物が飛び出します。彼 はそれを手に、ロバが挽き臼の回りを回るように辺り
をぐ るぐると回るのです。業火の住民が彼のところに集まって 『おまえさん、なに
があったのですか。良識にかなった行 いを命じ、良識に反した行いを答めていなか
ったのですか。 』と尋ねると、彼は『いいえ、ただ良識に適った行いを命 じながら
それを自分では行わなかったのです。良識に反し た行いを答めておきながら、自分
でそうしていなかったの です。』と答えるのです。」と言われるのを聞いた。  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHI  

 
152 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「業火の住民には私

がい まだ見たことのない二様の人物がいます。牛の尾のような 鞭をもって人を打つ
者と、服を着てはいるものの裸同然で、 悪事に心が傾き、また他人を悪事に誘う女
です。彼女らの 髪はブフドの曲がった瘤のようです。彼女らは楽園に入る ことも、
楽園の香りを嗅ぐこともありません。楽園の香り はこれこれの距離からすらわかる
のですが。」  ;JKLJéôóGHI
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第十三章第十三章第十三章第十三章: さまざまなハディース  
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153 アブー・サイード・アル＝フドリーによると、アッラーの御使いは言われた。

「金曜日のグスルは全て の成人に課せられた義務です。」  ;�DA<b�L�öJKLJéôóGHû¸¹��DA<b�L�æGºó»�éôóI  
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154 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「自分よりも地位の

低い 者に目をやりなさい。自分よりも地位の高い者を見てはい けません。あなた方
に対するアッラーの恩恵を軽んじない ためには、そうすることが最も適当なことで
す。」  ¿��ÉÊË�Æ���®Æ����ÌÍwÎÏ��®Æ��ÌÐ�ÑÒ���Ã  

 
155 アナスによると、預言者は言われていた。「アッラーよ、心配、悲しみ、 弱さ、
怠情、臆病、吝嗇、負債、人々からの迫害から私を お守りください。」  ¿��ÉÊË�Æ���®Æ����ÌÍwÎÏ���ÉÊË�Æ��ÌÐ�ÑÒ���Ã  

 
156 アブー・フライラによると、預言者は言われた。「至高なるアッラーが仰せられ

まし た。『審判の日に、我が敵対する三人の者がいる。私に約 束をしておきながら
それを破る者、自由人を売ってその代 金を食い尽くす者、労働者を雇って、その労
働者が充分な 成果を上げているのに彼に報酬を与えなかった者である。』 」  ¿��ÉÊË�Æ��²Ê�ÓÔ�ÕÖ��×Ô �̈��ÌÍwÎÏ���ÉÊË�Æ��ÌÐ�ÑÒ���Ã

  

 
157 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「奴隷を解放する者

に対 し、アッラーは解放された奴隷の体の一部分につき、解放 した者の体の一部分
を、性器に至るまで業火から解放し給 います。」  ¿�®Æ����ÌÍÃ  
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158 イブン・ウマルによると、預言者は幾度かの軍事遠征で女性の屍を目にされ、女

性 と子供を殺すことを禁じられた。  ¿��ÉÊË�Æ���®Æ����ÌÍÃ  

 
159 アーイシャによると、彼女が預言者に「ウフドの日よりも苛酷な日があなたに 
ありましたか。」と尋ねると、答えて言われた。「私はあ なたの部族の者の手によ
ってそうしたものを経験しました。 彼らから受けた最も苛酷な出来事はアカバの日
のことでし た。その日私は、イブン・アブド・ヤーリール・イブン・ アブド・クラ

ールの許に行ったのですが、彼は私の望むこ とに対して返事をしてくれなかったの
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です。私は苦渋の色 を顔に浮かべたまま帰途につきました。そしてカルン・ア ッ＝
サアーリブに着く頃になってようやく安堵を覚え、頭 を上げると、なんと雲が私を
覆い包んでいました。私が眺 めるとその雲の中にガブリエルがいて、彼は私に呼び
かけ、 挨拶して『偉力並びなきアッラーは汝の民が汝にいった言 葉を聞き、また、
汝にどのように答えたかも聞き給うた。 アッラーは汝が彼らに対して望んでいるこ
とを命じつける ようにと、山の天使をお送りになられた。』と言ったので す。それ
から、山の天使が私に呼びかけ、挨拶して、言い ました。『ムハンマドよ、アッラ
ーは汝の民が汝に言った 言葉を聞き給うた。我は山の天使である。我が主は汝が我 
に命令を下すようにと我を汝の許に道わされた。汝の望み は何か。汝が望めば、我
は二つの高い岩山を彼らの上に被 せてやろう。』」預言者は答えて言われた。「い
いえ。私 はアッラーが、彼らの子孫の中から、アッラーのみを崇拝 し、彼に何もの
をも配することのない子供達を出してくだ さることを望みます。」  ¿��ÉÊË�Æ���®Æ����ÌÍÃ  
 ��
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160 アブー・アル＝アッバース・サハル・イブン・サアド・アッ＝サーイディーによ

ると、 ある男が預言者の許にやって来て「アッラーの御使い様、 もし私が実行すれ
ばアッラーが私を愛でられ、また人々も 私を愛してくれるような行いについてお教
えください。」 と言うと、答えて言われた。「現世において禁欲的であり なさい。
そうすればアッラーはあなたを愛で給うでしょう。 人々の所有する物を欲しがらな
いことです。そうすれば人 々はあなたを愛してくれるでしょう。」  ¿²Ê�ÓÔ�ÕÖ���ÌÍÃ  
 ��� £�� ¬°��}!"�#����¢���æ�w 
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161 アブドッラー・イブン・マスウードによると、アッラーの御使いはござの上に寝

られ、起きると彼の体 にごぎの跡がついていた。そこで私たちが「アッラーの御 使
い様、私たちがあなたのために絨毯を用意することがで きればよいのですが。」と
言うと、彼は答えて言われた。 「そうした俗事が私にとって何だというのですか。
私は現 世においては、木の下に陰を求めて休息し、またそこを発 つ一介の旅人のよ
うな存在に過ぎないのです。」  ¿��É4þ�5ýþ����ÌÍÃ  

 
162 イブン・ウマルによると、アッラーの御使い様は私の肩に手を掛けて言われた。 
「現世にあっては異邦人か旅人のようでいなさい。」  ¿��ÉÊË�Æ����ÌÍÃ  

 
163 アブー・サイードとアブー・フライラによると、預言者は言われた。「ムスリム

を襲う災い、病、心配、 悲しみ、苦悩は、針の一刺に至るまで、アッラーはそのこ 
とによって、必ずその者の過ちを赦し給います。」  ¿��ÉÊË�Æ���®Æ����ÌÍÃ  
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164 イブン・マスウードによると、私が預言者を訪ねた時、彼は熱を出しておられた。

「ア ッラーの御使い様、激しい熱に襲われておられますね。」 と私が言うと、彼は、
「そう、私はあなた方の二人の男が 熱を出しているかのような高熱を出していま
す。」と言わ れた。私が、「あなた様は二つの報酬を得ておられるとい うことなの
でしょうか。」と尋ねると、彼は答えて言われ た。「そう。ムスリムが針、あるい
はそれ以上のものによ って危害を受けたなら、アッラーはその見返りに、その者 の
悪行を御赦しになられます。そして彼の罪は木が葉を落 とすように、その者から落
ちてしまうのです。」  ¿��ÉÊË�Æ����ÌÍÃ  

 
165 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「アッラーが誰かに

良き ことを望まれると、その者に苦難を与えて試されます。」  ¿��ÉÊË�Æ����ÌÍÃ  

 
166 アナスによると、アッラーの御使いは言われた。「アッラーが僕に良きこ とを
望まれると、その者に対する懲罰を現世において済ま されます。また、アッラーが
僕に悪しきことを望まれると、 その者の罪に対する懲罰を審判の日に執行するまで
保留さ れます。」預言者はまた言われた。「大きな報酬は大きな 試練と共にありま
す。至高なるアッラーは、人を愛すれば こそ試されるのです。そして、その試練に
満足する者はア ッラーの御満悦を得ます。また、その試練を不満とする者 は、アッ
ラーの怒りを得ます。」  ¿��É4þ�5ýþ����ÌÍÃ  

 
167 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「誰でも死を望んで

はな りません。善人は善行を増すかもしれず、悪人は悪行を改 める機会に出会うか
もしれないのですから。」  ¿��ÉÊË�Æ���®Æ����ÌÍwÎÏ���ÉÊË�Æ��ÌÐ�ÑÒ���Ã  
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168 アナスによると、アッラーの御使いは言われた。「三つのものが死者につ いて
来ます。彼の家族と財産と行いと。このうち二っは去 ってしまいますが、一つは残
ります。彼の家族と財産は去 ってしまいますが、行いは残ります。」  ¿��ÉÊË�Æ���®Æ����ÌÍwÎÏ��®Æ��ÌÐ�ÑÒ���Ã  
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169 アーイシャによると、アッラーの御使いは言われた。「発熱は地獄の熱風によ 
るのです。だから熱が出たら水で冷ましなさい。」  ¿��ÉÊË�Æ���®Æ����ÌÍwÎÏ���ÉÊË�Æ��ÌÐ�ÑÒ���Ã  

 
170 アブー・カリーマ・アル＝ミクダーム・イブン・マアディーカリブによると、 
私はアッラーの御使い様が、「人にとって最もいけない ことは満腹になることです。
背筋を真っすぐに保つには少 量の食べ物で十分です。それが無理なら、三分の一を
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食べ 物のため、三分の一を飲み物のため、そして三分の一を呼 吸のために空けてお
きなさい。」と言われるのを聞いた。  ¿��É4þ�5ýþ����ÌÍÃ  

 
171 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「強い信者と弱い信

者と では、双方ともに良い点があるとしても、強い信者の方が より良く、偉力並び
なきアッラーも強い信者をより愛で給 います。双方とも良いものですが。自分のた
めになること を追求しなさい。アッラーにお助けを乞い願いなさい。闘 いにおいて
逃げ腰になってはいけません。何か災難に会っ ても、『もしあの時ああしていれば
云々。』と言ってはな りません。『アッラーが予定しておられたのです。アッラ ー
が望まれておられたことをなされたのです。』と言いな さい。『もし』という言葉
は悪魔の仕事を開始させるので す。」  ¿�®Æ����ÌÍÃ  
 ���½�Cª��}+��8�UV�Cª�æ�wW� 
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172 アン＝ヌアマーン・イブン・バシールによると、アッラーの御使いは言われた。

「許されたことは明らか であり、禁じられたことも明らかですが、二つの間には
人 々の多くが知りえない疑わしい事柄があります。疑わしい ことを避ける者には信
仰と名誉が守られますが、疑わしい ことに手を出す者は禁じられた行為を犯しま
す。」  ¿��ÉÊË�Æ���®Æ����ÌÍÃ  

 
173 サハル・イブン・サアド・アッ＝サーイディーによると、 アッラーの御使いは
言われた。「現世がアッラーの御許 で蚊の羽ほどでも価値があるというのなら、不
信仰者に一 満の水すら飲ませ給わないでしょう。」  ¿��É4þ�5ýþ����ÌÍÃ  

 
174 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「現世は信者の牢獄、

不 信者の楽園です。」  ¿�®Æ����ÌÍÃ  

 
175 アブー・バルザ・ナドラ・イブン・ウバイド・アル＝アスラミーによると、 ア
ッラーの御使いは言われた。「人は（審判の日）ずっ と立ち続けたあとで、人生に
ついて、それをどのように過 ごしたか、また知識について、それをどのように用い
たか、 また財産について、それををどのように入手してどのよう に費やしたか、ま
た体について、それをどのように使った かを問われます。」  ¿��É4þ�5ýþ����ÌÍÃ  
 ���ìí�1=�Â��_`������a�bc»� 
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176 アーイシャによると、預言者は両足を痛めるまで夜中に立って（礼拝をして） 
おられた。それで私が「どうしてこのようなことをなさる のですか、アッラーの御
使い様。アッラーはあなたの過去 の、また今後の罪をお赦しになられたのでしょう
に。」と 尋ねると、答えていわれた。「それだからこそ、私は感謝 する僕にほかな
らないのです。」  
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¿��ÉÊË�Æ���®Æ����ÌÍwÎÏ���ÉÊË�Æ��ÌÐ�ÑÒ���Ã  

 
177 イブン・ウマルによると、アッラーの御使いは言われた。「人を殺さない限り、

ム スリムはその信仰による安らぎのうちに留まっています。」  ¿��ÉÊË�Æ����ÌÍÃ  

 
178 サフィーヤが何人かの預言者の妻たちから伝え聞いたところによると、 予言者
は言われた。「占い師の許に行って何かについて 占ってもらった者は、四十夜の礼
拝も受け入れられません。 」  ¿�®Æ����ÌÍÃ  
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179-184 do not exist!? 
 
 
 
 
 

 
第十五章第十五章第十五章第十五章: 信仰について  

 

185 アブー・フライラによると、預言者は言われた。「審判の日に私の執り成しによ

って 最も幸福になれる者は、誠実な心と魂をもって『アッラー 以外に神はない。』
と唱えた者です。」  ¿��ÉÊË�Æ����ÌÍÃ  
 ���PQ�¦�rìts��æ��¬��E`�ìt� 
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186 ウスマーンによると、アッラーの御使いは言われた。「アッラー以外に神はい 
ないことを知って死ぬ者は、楽園に入ります。」  ¿�®Æ����ÌÍÃ  

 
187 ウマルによると、私はアッラーの御使い様が、「アッラーに真に信頼を寄 せる
なら、彼は、鳥に食を与えられるように、あなた方に も食を与えて下さいます。鳥
は朝には空腹を抱えて出掛け、 夕には満ち足りて戻ってくるのです。」と言われる
のを聞 いた。  ¿��É4þ�5ýþ����ÌÍÃ  

 
188 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「人々は互いに問い

続け、 ついには『アッラーが被造物を創造されたというのであれ ば、誰がアッラー
を創造したというのですか。』と言うよ うになります。そのような状況に直面した
者は『私はアッ ラーを信じたのです。』と言いなさい。」  
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¿�®Æ����ÌÍÃ  

 
189 マスルークによると、私がアーイシャ様に「ムハンマド様は主をご覧になった 
のでしょうか。」と尋ねると、彼女は「スブハーナッラー、 あなたの問いに私の髪
は逆立ってしまいました。」と言わ れた。  ¿�®Æ����ÌÍÃ  
 ��
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190 ダーウードがシャアビー、マスルークと溯って伝えたところによると、 私（マ
スルーク）がアーイシャ様のところで肘掛けにも たれていると、彼女が「アブー・

アーイシャ（マスルーク の通り名）よ、人が一つでも口にすれば、その者がアッラ 
ーに対し最大の嘘を捏造したことになることが三つありま す。」と言われた。私が
「それは何でしょうか。」と尋ね ると「『ムハンマド様が主をご覧になった。』と
主張する 者はアッラーに対し最大の捏造をしたことになります。」 と言われました。
彼（マスルーク）は言葉を続けた。私は 肘掛けにもたれていたのですが真っすぐに
座り直して「信 者たちの母よ、少々お待ちください。急がないでください。 偉力並
びなきアッラーは『彼（ムハンマド）は明るい地平 に彼を見た。』（包み隠す章二
三節）、『彼は再度の降臨 に際しても彼を見た。』（星章一三節）と言われていま
す が。」と尋ねると、彼女は「この民の中でそのことについ て最初にアッラーの御
使いに尋ねたのは私です。彼は『彼 とはガブリエルのことです。私が彼が創造され
た本来の姿 を見たのはこの二回だけです。私は彼が天から降りて来る のを見ました。
彼の大きな体は天と地の間を占めていまし た。』と言われました。」と答えられた。
また彼女は「あ なたはアッラーが『視覚が彼を捕らえることはない一方で、 彼は視
覚を捕らえられる。彼は親切で全てのことを熟知し ておられる。』（家畜章百三
節）と言われるのを聞かなか ったのですか。またあなたはアッラーが『アッラーが
人に 直接話しかけられることはない。啓示によるか、とばりの 陰からか、あるいは
使徒を道わされて望まれることを啓示 し給う。実に彼は親切にして英明にあられ
る。』（相談章 五一節）と言われるのを聞かなかったのですか。」と言わ れました。
また彼女は「『アッラーの御使いがアッラーの 書のある部分を人々に示されなかっ
た。』と主張する者は、 アッラーに対し最大の嘘を捏造をしたことになります。ア 
ッラーは『使徒よ、主から伝えられたものを宣べ伝えなさ い。そうしなければ、彼
からの使命を果たすことはできな いだろう』（食卓章六七節）と言われていま
す。」と言わ れました。また彼女は「『明日起こることをムハンマド様 は告げられ
る。』と主張する者はアッラーに対し最大の嘘 を捏造をしたことになります。アッ
ラーは『アッラー以外、 天地にあるものは幽玄界について何も知らない、と言いな 
さい。』（蟻章六五節）と言われています。」と言われた。  ¿�®Æ����ÌÍÃ  
 ���Cª{h����}À¡ª�Ë�Ô �̈v���� ��w  
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191 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「アッラーは天地創

造を 遂げられた際に誓いを立てられ、御許に保管されている書 に『我が恵みは我が
怒りに勝る。』と記された。」  ¿�®Æ�}��ÉÊË�Æ�}��É¾��²�}²Ê�ÓÔ�ÕÖ���ÌÍwÎÏ��®Æ��ÌÐ�ÑÒ� 

��Ã
  

 
192 ウマルによると、ある日私たちがアッラーの御使い様の許に座っていると、 純
白の服を着た黒髪の男がやって来た。彼は旅をしている ようには見えず、かといっ
て私たちのうちの誰一人として その者を知っている者がいなかった。やがて彼は預
言者の 傍らに座って、自分の膝を彼の膝に突き合わせ、自分の両 掌を彼の双方のも
もに乗せて「ムハンヤド様、イスラーム について教えてください。」と言った。ア
ッラーの御使い 様が「イスラームとは『アッラーの他に神はなく、ムハン マドはア
ッラーの使徒です。』と証言すること、礼拝をす ること、ザカートを支払うこと、
ラマダーン月に断食する こと、事情が許す限リマッカのカアバ聖殿に巡礼すること 
です。」と答えると彼は「そのとおりです。」と言った。 私たちはその男が彼に尋
ねておいて、「そのとおり。」と 答えたことに驚きました。またその男が「それで
は信仰に ついて教えてください。」と言い、彼が、「アッラーとそ の天使たち、そ
の諸啓典、その使徒たち、そして来世を信 じ、善し悪しに関係なく天命を信じるこ
とです。」と答え ると、その男は「そのとおりです。」と言った。またその 男が
「それではイフサーンについて教えてください。」と 言うと、彼は、「アッラーを
目の前に見るかのように仕え ることです。こちらでは見えなくともアッラーはこち
らを 見ておられるのですから。」と答えられた。では「最後の 時について教えてく
ださい。」と言うと、彼は、「それに ついては間われた方も問うた者以上には知り
ません。」と 答えられた。「では、その徴について教えてください。」 と言うと、
「女奴隷が女主人を生み、素足で裸の貧しい羊 飼いが競って高い建物を建てるのを
見るようになります。」 と答えられた。その後男は立ち去り、私はしばらくじっと 
していた。それからアッラーの御使い様が、「ウマルよ、 物を尋ねた者が誰だった
か分かりますか。」と尋ね、私が 「アッラーとその御使いがよくご存じです。」と
答えると、 彼は言われた。「彼はガブリエルです。あなたがたにあな たがたの信仰
を教えるために来たのです。」  ¿�®Æ����ÌÍÃ  
 ���²×����� £FÞ��æ�°��v�^¬}C ��³8��»�{��tñ�w  

 
193 アブー・フライラによると、アッラーの御使いは言われた。「もし信者がアッラ

ーの 御許にある懲罰がどんなものか知るなら、誰も彼（アッラ ー）の楽園を望みは
しないだろう。もし不信者がアッラー の御許にある慈悲がどんなものか知るなら、
誰も彼の楽園 に絶望したりはしないだろう。」  ¿�®Æ����ÌÍÃ  

 
194 アブー・アル＝アッバース・アブドッラー・イブン・アッバースによると、 あ
る日私が預言者の後ろにいたとき、預言者は私に言わ れた。「少年よ、おまえにい
くつかの言葉を教えてあげま しょう。アッラーのことを心に留めておきなさい。そ
うす ればアッラーはお前を守ってくださいます。アッラーのこ とを心に留めておき
なさい。そうすれば目の前にアッラー を見いだします。尋ねることがあればアッラ
ーに尋ねなさ い。助けを求めるときにはアッラーに助けを求めなさい。 『全ての民
が力を合わせてお前に何か益することをしてや ろうとしても、アッラーがお前に対
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して既に決められたこ とを抜きにしては何もできない。』ということを心に留め て
おきなさい。また『彼らが力を合わせてお前に何か危害 を加えようとしても、アッ
ラーがお前に対して既に決めら れたことを抜きにしては何もできはしない。』とい
うこと を心に留めておきなさい。筆は取り上げられ、頁はすでに 乾いているので
す。」  ¿��É4þ�5ýþ����ÌÍÃ  
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195 アブー・ザッル・アル＝ギファーリーによると、預言者は偉力並びなき彼の主か

ら聞いた御言を伝えて言 われた。「『我が僕たちよ。我は自らに不正を禁じ、汝ら 
の間にもそれを禁じた。それゆえ互いに不正をしないよう にせよ。我が僕たちよ。
汝らは皆道に迷っている、我が導 く者以外は。それゆえ我に導きを求めよ。そうす
れば我は 汝らを導いてやろう。我が僕たちよ。汝らは皆飢えている、 我が食を与え
る者以外は。それゆえ我に食を求めよ。そう すれば食を与えよう。我が僕たちよ。
汝らは皆裸のままで ある、我が服を着せる者以外は。それゆえ我に服を求めよ。 そ
うすれば服を着せてやろう。我が僕たちよ。汝らは皆夜 にも昼にも誤りを犯してい
るが、我は罪を全て赦す。それ ゆえ我に赦しを求めよ。そうすれば赦してやろう。
我が僕 たちよ、汝らは我に危害を与えることなどできはしないの に、そうしようと
している。我の役に立つことなどできは しないのに、そうしようとしている。我が
僕たちよ、汝ら の最初の者も最後の者も、人間もジンも汝らのうちでもっ とも敬虔
な心を持つ者程に敬虔であったにしても、そのこ とによって我が王国に何かを加え
ることなどできはしない。 我が僕たちよ。汝らの最初の者も最後の者も、人間もジ
ン も汝らのうちでもっとも邪悪な心を持つ者程に邪悪であっ たとしても、そのこと
によって我が王国の何かを減らすこ となどできはしない。我が僕たちよ。汝らの最
初の者も最 後の者も、人間もジンも、ある高みに立って我に何かを求 め、我がそれ
ぞれに求めるものを与えたとしても、海に針 が落ちてそれによって海の水が減る程
にすら、我が許にあ る何かを減らすことはない。我が僕たちよ、汝らの行いは 我が
逐一数え上げている。そして我はその行いに対して汝 らに報いるのである。よき報
酬を得た者は偉力並びなきア ッラーを讃えよ。それ以外のものを得た者は己れ自身
のみ を非難せよ。」  ¿�®Æ����ÌÍÃ  
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196 イブン・アッバースによると、預言者は偉力並びなき彼の主から聞いた御言を伝

えて言 われた。「アッラーは善行と悪行を定められ、それを明示 された。善行を思
いたったものの実行に移さなかった者に 対し、アッラーはその者の許に完全な善行
一つと記録され る。善行を思いたってそれを実行に移した者に対し、アッ ラーはそ
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の者の許にまず十の善行と記録し、さらにそれを 七百倍またはそれ以上に評価され
る。悪行を思いたったも のの実行に移さなかった者に対し、アッラーは、その者の 
許に完全な善行一つと記録される。悪行を思い立ってそれ を実行に移した者に対し、
アッラーはその者の許に悪行一 つと記録される。」  ¿��ÉÊË�Æ���®Æ����ÌÍwÎÏ���ÉÊË�Æ��ÌÐ�ÑÒ���Ã  

 
197 アナスによると、私はアッラーの御使い様が、「至高なるアッラーは言わ れた。
『アダムの子よ、我に祈り我に望みを持つのなら、 我は汝の今までの罪を赦してや
ろう。汝の罪を告めはしな い。アダムの子よ、汝の罪が空の雲に達する程であった
と しても、我に赦しを求めるなら我は汝を赦してやろう。ア ダムの子よ、汝がこの
大地程の罪を背負って我の許に来た としても、我にまみえて我に何ものをも配さな
いならば、 我は大地程の赦しを持って汝の許に赴こう。』」と言われ るのを聞いた。  ¿��É4þ�5ýþ����ÌÍÃ  

 
198 アブー・サイード・アル＝フドリーによると、アッラーの御使いは言われた。

「棺が用意され、男たち がそれを肩に担ぐとき、（その死者が）敬虔なものであれ 
ば『私を先にやってくれ。早く連れて行ってくれ。』とい うでしょう。敬虔な者で
なければ『棺に災いあれ。あなた 方は棺をどこへ持って行くというのだ。』と言う
でしょう。 人間以外の全てのものがその声を聞きます。人がその声を 聞いたら失神
してしまうでしょう。」  ¿��ÉÊË�Æ����ÌÍÃ  
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199 アブー・ザッルによると、アッラーの御使いは言われた。「私はあなた方が見て

い ないものを見ています。天が喰り、それが日常化する。天 使が至高なるアッラー
に額ずき、四本指が入る程の隙間す らありません。アッラーに誓って、私の知って
いることを あなたがたが知れば、あなた方はわずかに笑い、多く泣く ことでしょう。
臥所で妻と戯れることもなく、路上に出て 至高なるアッラーに熱心に祈りを捧げる
ことでしょう。」  ¿��É4þ�5ýþ����ÌÍÃ  

 
200 アブー・アル＝アスカウ・ワースィラ・イブン・アル＝アスカウによると、 ア
ッラーの御使いは言われた。「ありもしない血縁を主 張すること、見てもいないこ
とを目で見たと主張すること、 アッラーの御使いが言ってもいないことを彼に帰す
ること は、もっとも重大な虚偽のうちに入る。」  ¿��ÉÊË�Æ����ÌÍÃ  
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